
濁
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）

　
　
　
一
宗
敏
性
と
道
徳
性
一

士口

田

忠

勝

三
　
宗
敏
性
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上
に
於
い
て
病
訴
浪
漫
主
義
は
、
一
つ
の
新
し
い
主
観
主
義
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
翼
に
「
新
し
い
」
立
場

と
呼
ぶ
爲
に
は
、
更
に
一
つ
の
本
質
的
性
絡
が
顧
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
宗
教
性
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
か
ら
シ
．
一
ト
ゥ
ル
ム
・

ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
を
繧
て
濁
逸
古
典
主
義
に
至
る
、
　
一
漣
の
内
面
的
入
間
探
究
は
、
ゲ
…
テ
と
シ
ラ
…
に
於
い
て
、
　
一
慮
最
高
の
人
聞

盤
理
念
に
ま
で
到
思
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
人
閥
が
自
己
の
内
な
る
最
高
の
も
の
に
ま
で
到
達
し
得
た
場
合
に
は
、
必
然
的

に
相
等
的
自
己
そ
の
も
の
を
超
え
て
、
無
限
的
絶
封
者
を
ば
指
向
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
入
間
的
に

は
自
足
完
成
せ
る
古
典
主
義
的
入
間
に
も
、
御
厨
深
い
．
魂
の
擦
り
所
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ル
フ
の
指
摘
す
る
如
く

（
渚
○
『
題
“
謁
瓢
ヨ
ρ
旺
。
。
旨
二
。
。
¢
．
舜
。
欝
”
部
齢
弾
・
O
D
吻
一
路
M
＝
①
）
、
啓
蒙
主
義
を
科
學
的
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
、
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
。
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
及

び
賀
春
古
典
主
義
を
美
的
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
の
立
場
と
解
す
る
な
ら
ば
、
人
間
態
を
掘
り
下
げ
て
そ
の
究
極
の
意
味
を
捉
え
ん
と
し
た
猫
逸

浪
漫
主
義
は
、
人
湿
性
そ
の
も
の
の
地
盤
を
超
え
て
絶
仏
者
に
ま
で
到
許
せ
ん
と
す
る
形
而
上
學
的
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
と
し
て
1
否
、
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
で
ス
ム
ス

而
上
學
的
な
る
意
味
に
於
い
て
も
は
や
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
で
あ
る
こ
と
を
超
え
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
元
來
啓
蒙
主
義
の
理
曲
論

は
、
カ
ン
ト
（
紳
の
要
講
読
や
宗
教
論
）
に
於
い
て
頂
黙
に
遽
し
た
と
は
い
え
、
同
時
に
ま
た
彼
に
よ
っ
て
、
所
謂
「
信
仰
に
餓
地
を
輿

　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



678

　
　
　
　
哲
一
學
研
究
　
　
抽
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四
省
六
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穴
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五
六

え
ん
が
爲
に
知
識
を
止
揚
す
る
」
（
潔
p
鵠
2
訳
・
9
弱
く
．
ゆ
・
×
×
×
）
こ
と
を
通
し
、
宗
教
の
成
立
可
能
性
が
確
鎖
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

濁
逸
古
典
主
義
の
汎
紳
論
も
、
そ
こ
に
そ
の
根
擦
の
一
つ
を
晃
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
に
古
典
主
義
に
も
ま
た
、
世
界
を
紳
的
な

る
も
の
の
啓
示
と
槻
る
如
き
世
界
解
繹
が
存
黒
し
は
し
た
が
、
し
か
し
そ
こ
で
は
、
入
間
の
直
接
的
封
象
は
あ
く
ま
で
自
然
で
あ
り
、
そ

れ
ら
聾
者
の
交
渉
の
場
に
於
い
て
、
い
わ
ば
間
接
的
に
紳
の
黒
黒
が
読
か
れ
た
に
止
ま
る
。
即
ち
、
自
然
と
の
調
和
に
生
き
る
古
典
主
義

的
入
間
は
、
彼
自
身
「
一
切
を
包
含
し
凌
駕
す
る
一
つ
の
轍
界
そ
の
も
の
」
（
≦
ぎ
曾
ヨ
諺
野
箪
巴
魏
す
同
●
〉
霧
O
。
。
藩
霧
℃
琶
。
。
・
o
喜
一
ρ
）
と

し
て
、
強
い
て
形
而
上
學
的
意
識
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
生
の
一
瞬
一
瞬
に
紳
の
啓
示
を
論
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
れ
故
、
人

間
性
の
更
に
深
い
根
越
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
神
的
な
る
も
の
の
現
實
化
せ
る
も
の
を
崇
舞
の
封
象
と
す
る
吉
典
主
義
の
「
洵
世
界

的
甫
①
岡
9
0
σ
q
①
冨
町
ご
（
溶
O
肘
題
”
　
一
固
煽
瞬
昌
9
誹
圃
正
議
⊆
㏄
　
⊆
。
　
潟
O
欝
陶
鵠
甑
騨
・
　
0
0
・
　
継
O
）
立
場
は
、
逆
に
現
業
的
世
界
か
ら
そ
の
中
に
示
現
さ
れ
た
量
的
な

る
根
越
に
迫
り
ゆ
か
ん
と
す
る
、
浪
漫
主
義
の
「
二
野
的
G
q
o
江
舞
α
q
o
搾
。
ξ
こ
（
臼
’
p
．
○
し
立
場
へ
と
、
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
等
し
く
主
観
主
義
の
立
場
た
る
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
と
猫
逸
浪
漫
主
義
と
の
、
最
も
本
質
的
な
る
差
異
も
ま
た
、

こ
こ
に
こ
そ
探
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
畑
鼠
は
、
そ
の
時
期
的
展
開
そ
の
も
の
の
中
に
、
向
世
界
的
傾
向
か
ら
向
紳
的
傾
向
へ
の
推
移
を
如
實
に
示
し
て
い
る
。

初
期
の
自
然
哲
學
に
於
い
て
能
産
的
自
然
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
絶
誉
者
は
、
観
念
論
期
に
於
い
て
無
封
的
自
畳
の
姿
を
と
り
、
や
が
て
岡

一
哲
學
期
に
於
い
て
、
思
者
を
統
一
す
る
絶
封
桜
岡
一
性
と
し
て
設
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
そ
の
様
な
自
然
や
精
紳
の
模
索
の
中

に
、
次
第
に
根
源
的
な
る
紳
の
姿
が
浮
か
び
上
っ
て
き
て
い
る
。
先
ず
『
先
験
論
的
観
念
論
』
に
於
い
て
は
、
自
我
の
知
的
直
観
に
よ
る

自
己
認
識
の
過
程
の
中
に
、
絶
封
者
に
封
ず
る
認
識
が
語
ら
れ
、
次
い
で
『
私
の
論
説
膿
系
の
叙
述
』
に
於
い
て
は
、
か
か
る
自
我
の
自

己
認
識
が
、
そ
れ
自
騰
と
し
て
は
、
む
し
ろ
絶
封
的
無
差
別
者
の
自
己
認
識
で
あ
る
方
陶
が
示
さ
れ
、
更
に
美
と
眞
理
と
の
共
通
の
根
源

を
永
遠
の
原
像
に
求
め
た
『
ブ
ル
…
ノ
』
は
、
覚
に
こ
れ
を
「
融
己
と
し
て
語
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
守
三
回
9
塗
筥
・
イ
く
●
ダ
幹
も
。
ゆ
り
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
哲
學
と
宗
教
』
及
び
『
人
間
的
自
由
の
・
本
質
』
に
至
っ
て
は
、
實
在
的
な
る
も
の
が
「
絶
封
者
の
自
己
代
現
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ω
鉱
ぴ
珍
窓
箕
舘
。
導
簿
餓
。
コ
自
霧
》
夢
○
讐
蔓
ご
（
℃
議
。
。
・
。
喜
叫
。
F
欝
。
蒜
…
9
・
路
導
・
≦
ギ
。
喰
噂
な
。
“
）
で
あ
る
こ
と
、
換
書
す
れ
ば
絶
封
者
の
自

己
認
識
が
我
々
の
自
我
自
謄
で
あ
り
、
か
か
る
絶
盛
者
の
自
己
認
識
へ
の
合
一
こ
そ
我
々
の
知
的
直
擬
に
ほ
か
な
ら
ぬ
所
以
が
、
明
確
に

古
き
出
さ
れ
る
。
師
ち
、
一
般
に
絶
封
者
の
産
出
活
動
は
、
「
絶
封
書
そ
の
も
の
を
篠
笛
的
な
る
も
の
へ
形
象
し
入
れ
る
こ
と
鷺
ぎ
9
ゲ

げ
瓢
傷
①
ゆ
、
直
観
し
入
れ
る
こ
と
出
ぎ
①
凶
霧
。
ぴ
舞
§
田
で
あ
り
、
　
…
…
無
限
者
が
有
限
者
の
中
へ
形
象
し
入
る
こ
と
閃
ぎ
ぴ
…
箆
巳
〕
α
q
鳥
霧

¢
嵩
。
⇔
窺
尉
財
①
⇔
ぎ
出
口
輝
国
窺
｛
。
げ
①
で
あ
る
。
」
（
⇔
，
○
）
燦
一
同
お
ぎ
。
。
o
｝
峯
犀
①
昌
と
は
、
絶
仁
者
の
（
知
的
）
直
…
擬
作
用
が
、
同
時
に
被
管

痴
者
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
（
直
観
邸
生
産
）
を
意
味
し
、
同
様
に
国
ぎ
¢
ぎ
ぼ
疑
①
昌
と
は
、
絶
確
者
が
賢
在
的
な
る
も
の
の
中
に
入
り
込

み
（
露
降
Φ
ぎ
）
、
こ
れ
を
形
成
し
て
（
玄
猛
牛
）
簑
在
者
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
紳
の
中
に
於
い
て
暗
き
根
抵
（
紳
の
存
在
の
）
と

悟
牲
と
に
よ
っ
て
畿
生
せ
る
個
別
的
な
る
も
の
が
、
自
然
の
中
へ
形
象
し
入
れ
ら
れ
て
そ
れ
と
一
つ
に
化
せ
ら
れ
る
、
所
謂
コ
ー
形
象

化
団
砂
－
じ
d
難
諺
駒
」
（
d
げ
臼
留
ω
≦
。
ω
2
傷
．
ヨ
8
。
・
。
鐸
閃
門
・
幕
搾
鍮
ヨ
・
ぞ
く
・
ギ
も
。
’
し
。
8
）
を
意
味
す
る
。
先
に
観
た
構
想
力
の
働
き
は
、
こ

こ
に
そ
の
最
奥
の
姿
を
現
わ
す
で
あ
ろ
う
。
絶
封
着
た
る
紳
は
、
い
わ
ば
注
ぎ
Φ
汐
玄
ζ
駕
鐸
α
q
。
。
舟
鑓
津
（
形
象
し
入
れ
る
力
）
或
は
国
ぎ
ぴ
劉

紅
§
α
q
。
。
浄
誠
心
（
形
象
し
入
る
カ
）
　
に
よ
り
、
言
立
的
な
る
悪
夢
者
を
産
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
實
在
者
と
の
一
望
形
成
囲
亭
。
冒
硲

驚
肛
門
昌
α
q
の
中
に
、
衆
評
心
身
を
（
知
的
、
に
）
直
観
す
る
。
そ
し
て
か
か
る
「
第
一
生
産
」
（
霧
＝
9
夢
労
無
爵
幹
も
。
⑰
）
に
於
い
て
、
絶
慰

者
が
貫
に
實
在
的
客
観
的
と
な
る
爲
に
は
、
そ
の
封
像
た
る
實
在
者
が
、
絶
封
者
と
等
し
い
生
産
力
と
直
観
力
と
を
も
つ
べ
き
で
あ
り
、

網
封
的
自
我
は
、
自
然
的
客
観
と
の
一
寸
形
成
旧
婚
血
霧
－
び
陣
賦
環
霞
ぴ
q
に
於
い
て
、
客
観
の
中
に
入
り
込
ん
で
こ
れ
を
形
成
す
る
　
（
聾
⇒
ぴ
朔

望
§
畿
）
所
謂
「
第
二
生
産
」
（
効
餌
○
）
に
よ
り
、
自
我
自
身
の
認
識
（
知
的
直
期
）
の
中
に
、
絶
富
者
の
認
識
を
ば
獲
得
す
る
の
で
あ

る
。
師
ち
紳
は
、
封
像
の
行
な
う
生
産
的
直
観
の
中
に
、
自
己
の
生
産
的
直
槻
そ
の
も
の
を
直
観
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
第
一
生
産

と
第
二
生
産
と
は
、
も
と
よ
り
別
個
の
事
柄
で
は
な
く
て
、
第
一
生
産
の
中
に
す
で
に
第
二
生
産
が
含
ま
れ
る
意
味
に
於
い
て
、
爾
者
が

あ
く
ま
で
唯
一
の
生
産
た
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
コ
ド
て
ヘ

　
シ
丁
一
リ
ン
グ
は
、
細
身
た
る
限
り
の
存
在
者
と
、
實
在
す
る
限
り
の
存
在
者
と
の
あ
ら
ゆ
る
一
一
元
挫
以
雨
に
、
絶
封
禅
無
差
別
性
た
る

　
　
　
　
猫
逡
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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「
根
源
底
d
義
吋
戸
三
伽
或
は
無
底
の
底
¢
貿
σ
q
密
渇
似
」
（
φ
・
焦
・
ノ
♪
、
。
へ
r
　
筥
●
舅
鷺
。
臨
尉
。
津
・
G
∩
。
劇
O
O
）
を
認
め
、
か
か
る
世
界
の
根
源
を
ば
、
究
極

　
　
に
於
い
て
非
合
理
的
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
が
、
．
他
の
多
く
の
浪
漫
主
義
者
蓮
は
、
更
に
か
か
る
非
合
理
主
義
蝦
上
辮
の
立

　
　
場
を
も
超
え
て
、
人
生
の
最
後
の
安
息
を
純
粋
な
る
儒
仰
に
求
め
、
二
幅
的
錨
敏
の
感
情
に
、
叢
高
の
地
位
を
與
え
ず
に
は
お
か
な
か
つ

　
　
た
。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
ー
彼
は
浪
漫
主
義
的
宗
教
性
の
黙
漁
者
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
代
掛
者
で
あ
ろ
う
が
　
　
に
よ
れ

　
　
ば
、
宗
教
の
本
質
は
思
惟
で
も
行
爲
で
も
な
く
て
、
純
粋
な
る
観
菊
と
感
奮
で
あ
り
、
宗
教
と
は
、
　
「
小
裁
の
如
き
受
容
的
態
度
を
以
っ

　
　
て
、
糞
垂
の
直
接
の
影
響
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
充
た
さ
れ
よ
う
と
す
る
」
（
G
。
6
三
簿
§
二
面
コ
d
ぴ
。
村
象
。
饗
亀
σ
q
δ
コ
・
爽
O
。
三
ψ
。
ぎ
じ
δ
帥
集
〇
二
糞
・

　
　
ψ
も
。
刈
）
こ
と
、
換
書
す
れ
ば
、
「
無
限
的
世
界
の
す
べ
て
の
カ
と
無
限
の
生
命
と
を
、
私
惣
身
の
も
の
の
如
く
感
ず
る
」
（
。
で
．
魯
山
ピ
肋
●
鏡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ン
　
　
ン

　
　
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
か
か
る
無
限
的
宇
宙
の
直
槻
た
る
「
宗
教
は
、
無
限
者
に
封
ず
る
感
富
と
趣
味
で
あ
る
」
（
o
や
簿
・
鐸

　
　
ψ
・
。
。
。
）
故
を
以
っ
て
、
現
代
人
が
眞
の
宗
教
を
も
ち
得
る
爲
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
啓
蒙
主
義
思
想
に
よ
る
感
官
の
定
心
を
除
去
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
偉
大
な
る
藝
衛
作
品
の
観
照
が
、
何
事
に
も
ま
し
て
宗
教
（
宇
宙
と
の
一
騰
化
）
を
支
え
る
（
。
や
6
劉
旨
い
。
。
・
一
B
）
所

　
　
以
も
ま
た
、
こ
こ
に
存
す
る
。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
に
於
い
て
は
、
美
的
直
観
を
含
む
一
切
の
生
活
騰
験
は
、
か
か
る
純
紳
な
る
宗

　
　
教
感
情
…
…
晩
年
に
は
八
女
者
に
封
ず
る
「
絶
封
葱
依
の
感
賞
」
（
ω
0
7
一
Φ
回
O
『
ヨ
P
6
び
O
構
”
　
圃
）
O
門
　
6
7
門
…
6
6
一
一
坤
O
げ
O
　
（
〉
一
帥
＝
ぴ
O
。
）
に
ま
で
徹
底
し
た
一

　
　
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
所
謂
「
無
限
的
宇
留
の
直
槻
」
た
る
宗
教
は
、
F
・
シ
ュ
レ
…
ゲ
ル
等
に
よ
っ
て
囑
え
ら
れ
て
い
た

　
　
門
、
無
限
へ
の
衝
動
」
と
結
び
付
き
、
遽
に
浪
漫
主
義
思
想
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ノ
ヴ
ァ
…
リ
ス
に
於
い
て
も
、

　
　
「
我
々
の
思
索
は
、
超
地
上
的
な
紳
的
声
風
に
よ
る
、
地
上
的
精
紳
の
電
流
化
（
接
鰯
）
」
（
Z
o
二
曲
…
幣
鎚
σ
Q
ヨ
。
艮
9
）
で
あ
り
、
入
間
の
心
は
、

　
　
い
わ
ば
「
宗
教
的
器
宮
」
（
o
℃
・
Ω
帥
・
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
に
あ
っ
て
は
、
自
我
は
紳
の
顯
環
で
あ
り
、
そ
し
て
「
私
と
紳
挫
と
の
間
の

　
　
交
互
作
用
の
結
果
が
世
界
」
（
o
娼
・
9
樽
・
）
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
先
に
槻
た
彼
の
魔
法
的
蝦
念
論
も
ま
た
、
　
「
紳
は
私
が
そ
れ
を
信
ず
る
瞬
間

　
　
に
存
在
す
る
」
（
o
や
。
圃
『
）
と
い
う
如
き
、
魔
法
的
宗
教
論
と
の
關
係
に
於
い
て
顧
み
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
浪
漫
的
生
活
の
最
高
の

　
　
擦
り
所
の
一
つ
た
る
愛
は
、
魔
法
や
榊
秘
主
義
を
成
立
せ
し
め
る
根
因
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
さ
に
「
世
…
界
史
の
最
後
の
露
的
で
あ
り
、



　
箏
宙
の
ア
ー
メ
ン
で
あ
る
」
（
o
℃
・
9
酔
・
）
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
浪
漫
的
愛
が
翠
に
入
間
愛
で
あ
る
こ
と
を
超
え
、

　
紳
の
愛
に
連
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
紳
こ
そ
、
愛
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
「
榊
は
愛

　
　
で
あ
り
、
愛
は
最
高
の
實
在
i
本
源
で
あ
る
。
」
（
◎
℃
・
g
・
）
か
く
て
流
動
的
無
限
性
の
再
認
と
し
て
の
宗
教
は
、
ノ
ヴ
ァ
…
リ
ス
に
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
オ
ス

　
　
て
、
一
切
の
生
活
現
象
を
島
と
も
浮
か
べ
る
無
限
の
大
洋
で
あ
り
、
所
謂
渾
沌
の
統
一
は
、
こ
こ
に
そ
の
地
盤
を
晃
出
し
得
た
と
い
う
べ

　
　
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
ビ
ゐ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　
ゲ
ン
ビ
ル
ト

　
　
　
絶
封
者
た
る
紳
が
、
原
繧
的
・
即
自
的
に
直
観
さ
れ
る
場
合
に
饒
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
封
像
的
∴
驚
嘆
的
に
直
観
さ
れ
る
場

　
　
合
に
美
が
成
立
す
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
美
も
ま
た
紳
の
流
出
で
あ
り
、
事
物
の
形
相
を
紳
に
於
け
る
如
き
絶
封
的
姿
を
以
っ
て
描

　
　
出
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
繋
累
…
の
直
擬
の
原
麟
は
騨
そ
の
も
の
で
あ
り
」
（
ω
三
二
ぎ
σ
q
”
勺
竃
。
・

　
　
鐸
客
§
。
・
r
鵬
卜
。
曽
Q
。
・
な
。
。
。
①
）
、
シ
ラ
…
に
於
い
て
「
現
象
に
於
け
る
繍
由
」
で
あ
っ
た
も
の
は
、
彼
に
於
い
て
は
「
現
象
に
於
け
る
榊
」
で

　
　
あ
る
。
ま
た
天
才
は
、
カ
ン
ト
に
於
い
て
は
「
主
観
の
中
な
る
自
然
篇
（
開
霧
け
”
激
・
鮮
d
●
鵬
霧
．
○
。
・
匂
。
。
。
博
）
で
あ
っ
た
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に

　
　
於
い
て
は
、
「
人
間
に
内
在
す
る
紳
的
な
る
も
の
飢
器
汐
タ
δ
ぴ
⇔
Φ
⇔
匙
①
○
α
鷺
8
げ
Φ
鳥
霧
ζ
Φ
憂
欝
Φ
昌
」
（
○
。
留
立
ぎ
σ
q
一
霞
・
9
穴
．
㈱
⑦
。
。
．
◎
。
・

　
　
ま
O
）
と
し
て
、
い
わ
ば
「
主
擬
の
中
な
る
紳
」
で
あ
る
。
從
っ
て
、
本
來
感
性
的
な
る
構
想
力
が
、
自
ら
の
中
に
悟
性
性
を
探
り
當
て
、

　
　
ゼ
び
エ
ジ
コ
　
　
　
ク
ン
ス
ト

　
　
詩
構
と
技
術
と
の
統
一
に
個
々
の
藝
術
作
品
を
成
立
せ
し
め
る
、
無
意
識
の
意
識
と
し
て
の
藝
術
活
動
は
、
紳
に
於
け
る
自
然
（
紳
の
存

　
　
　
　
グ
ル
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ヱ
ん
シ
ユ
タ
ン
ト

　
　
在
の
根
擦
）
が
、
良
ら
の
食
滞
の
中
に
閉
じ
込
め
て
い
る
紳
の
本
質
た
る
悟
　
　
盤
（
光
）
を
意
志
し
憧
憬
す
る
こ
と
を
通
し
て
構
想
的

　
　
實
在
者
を
蛮
生
せ
し
め
る
（
。
。
6
冠
夢
α
q
鱒
6
●
伽
．
葺
9
き
舅
●
）
如
き
、
究
極
的
な
る
紳
の
創
造
活
動
に
ま
で
、
遡
源
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ツ
ロ
タ
テ
で
あ
　
ユ
あ
ス

　
　
ぬ
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
浪
漫
主
義
は
、
唯
美
主
義
の
如
く
解
帰
せ
ら
れ
る
が
、
浪
漫
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
　
「
藝
術
は
人
間
の
遙
か
上
に

　
　
あ
る
も
の
」
（
イ
く
㊤
O
剛
O
昌
門
O
傷
O
瞳
・
）
と
し
て
、
輩
な
る
人
問
の
螢
み
を
超
え
る
紳
の
書
痴
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
絶
封
者
に
至
ら
ん
と
す
る

　
　
無
隈
の
憧
撮
の
表
わ
れ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
は
フ
…
フ
の
如
く
、
　
「
宗
教
な
く
し
て
学
徳
は
あ
り
得
な
い
と
い

　
　
う
の
が
、
浪
漫
主
義
の
第
一
原
理
の
一
つ
で
あ
っ
た
し
（
欝
●
　
頃
塩
。
び
”
　
H
）
｝
o
　
カ
O
毒
餌
訪
凱
搾
．
　
一
H
●
　
Q
Q
●
　
Q
Q
劇
切
）
と
、
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

鍬　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
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∴
ハ
號
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〇

826　
　
が
ら
逆
に
ま
た
、
浪
漫
主
義
の
宗
教
性
に
は
、
多
分
に
藝
術
的
關
心
が
介
在
し
た
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
『
聖
歌
』

　
　
申
の
「
マ
リ
ア
の
歌
」
（
］
≦
鴛
冨
巳
冨
山
。
こ
を
始
め
、
浪
漫
主
将
者
蓮
の
マ
リ
ア
禮
讃
は
、
彼
等
が
一
七
九
八
年
の
夏
、
相
携
え
て
ド
レ
ー

　
　
ス
デ
ン
叢
堂
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
聖
母
像
（
ω
㌶
臨
三
戸
島
Φ
ζ
民
。
鐸
p
麟
）
に
詣
で
た
こ
と
に
由
撫
し
て
い
る
。
恰
も
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
「
マ
ド

　
　
ン
ナ
」
が
、
彼
の
愛
人
フ
ゆ
・
ル
ナ
リ
ー
ナ
甥
。
毎
銭
冒
β
の
聖
心
で
あ
っ
た
如
く
、
ノ
ヴ
ァ
…
リ
ス
の
「
マ
リ
ア
」
も
、
聖
化
さ
れ
た
懇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
わ
　
　
　
い
　
の
　
ち

　
　
入
ゾ
フ
ィ
！
ω
○
覧
臨
①
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
「
彼
（
救
世
主
）
は
星
な
り
、
彼
は
太
陽
な
り
、
永
久
の
生
命
の
泉
な
り
。
草
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
り
け
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
　
も
　
ド
わ

　
　
石
・
海
・
光
よ
り
、
彼
の
打
手
め
く
面
輪
ぞ
輝
く
。
」
（
ツ
剣
O
＜
9
副
。
⇔
“
　
（
甲
O
剛
切
こ
同
O
ぴ
㊦
　
】
「
剛
O
傷
O
弓
●
）
の
一
節
が
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
蔽
う
べ
か
ら
ざ
る
非

　
　
ク
リ
ス
ト
教
的
弓
紳
論
の
表
わ
れ
と
し
て
紛
々
た
る
議
論
を
酸
し
、
或
い
は
一
般
に
浪
漫
主
義
的
ク
リ
ス
ト
教
徒
達
が
、
ク
リ
ス
ト
教
公

　
　
認
紳
増
様
か
ら
、
假
面
を
被
っ
た
汎
紳
論
者
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
、
浪
漫
主
義
者
の
宗
教
性
が
、
往

　
　
々
「
藝
術
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
穴
ロ
霧
藻
㌶
ゲ
。
ぎ
δ
諺
蛋
ω
」
と
も
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
更
に
、
美
の
眞
な
る
所
在
を
絶
王
者
に
求
め
た
シ

　
　
ェ
リ
ン
グ
も
、
美
に
求
め
ら
る
べ
き
冒
的
論
日
鉱
8
δ
σ
q
冨
か
ら
、
恰
も
関
関
學
8
ぴ
の
○
ω
○
℃
賦
①
へ
の
飛
躍
を
想
わ
し
め
る
意
味
に
於
い

　
　
て
、
本
來
の
藝
術
的
立
場
か
ら
は
、
當
然
ゾ
ル
ゲ
ル
の
現
象
護
送
批
判
を
蒙
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
　
「
弓
術

　
　
家
の
み
が
人
生
の
意
義
を
測
丸
し
得
る
」
（
滅
。
＜
跳
ω
鱒
孚
お
讐
。
簿
。
●
）
と
い
う
場
合
の
藝
術
が
、
少
な
か
ら
ず
農
事
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
岡

　
　
様
に
、
　
「
宗
教
な
く
し
て
藝
術
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
場
合
の
宗
教
も
、
必
ず
し
も
狡
義
の
総
意
僑
仰
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
で

　
　
あ
ろ
う
。
即
ち
浪
漫
主
義
に
於
い
て
は
、
藝
術
と
宗
教
と
は
、
等
し
く
無
妻
的
時
間
を
通
し
て
絶
記
者
を
憧
憬
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、

　
　
そ
の
何
れ
の
道
に
於
い
て
に
せ
よ
、
そ
の
一
種
音
樂
的
な
る
無
限
的
旋
律
を
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
浪
漫
主
義
的
生
活
の
究
極
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
念
願
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
來
の
独
逸
浪
漫
主
義
は
、
一
面
に
於
い
て
、
「
藝
術
家
は
す
べ
て
の
人
間
の
上
に
立
つ
」
（
o
℃
・
9
什
・
）

　
　
と
焼
き
つ
つ
も
、
哲
學
や
宗
教
と
の
密
接
な
る
關
…
係
に
よ
っ
て
、
所
謂
藝
術
…
至
上
主
義
か
ら
脱
し
得
る
と
同
時
に
、
他
面
に
於
い
て
、
そ

　
　
の
形
而
上
學
的
性
格
か
ら
最
高
の
生
活
原
理
を
榊
に
求
め
ゆ
き
な
が
ら
、
し
か
も
固
有
の
藝
術
的
要
求
の
故
に
、
純
粋
な
る
教
會
面
繋
か

　
　
ら
甚
六
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
前
期
浪
漫
主
義
の
「
藝
術
家
は
、
シ
ご
フ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
教
會
に
嘉
し
た
」
（
○
マ
葺
け
・
）
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の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
傳
統
因
襲
の
無
覗
を
叫
ぶ
浪
漫
主
義
者
蓬
の
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
封
ず
る
少
な
か
ら
ざ
る
岡
情
が
、
や
が
て
理
性
の
名
の

下
に
な
さ
れ
た
新
し
い
罪
悪
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
駆
迫
の
増
大
と
に
よ
っ
て
漸
く
費
え
失
せ
る
や
、
一
種
反
動
的
に
、
義
僕
意
識
の
高
揚
や

文
献
學
・
歴
史
研
究
の
隆
盛
と
と
も
に
、
濁
逸
文
化
の
源
泉
た
る
ゲ
ル
マ
ン
的
中
世
が
、
浪
漫
主
義
的
光
の
下
に
異
様
に
輝
き
始
め
た
。

ま
た
浪
漫
主
義
そ
の
も
の
が
、
ル
ソ
ー
的
な
個
人
的
霞
然
主
義
か
ら
ヘ
ル
ダ
ー
的
な
民
族
的
赫
然
主
義
へ
移
行
し
た
こ
と
も
、
そ
の
中
世

主
義
の
一
つ
の
契
機
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
、
ロ
ー
マ
教
會
が
文
化
統
一
の
中
心
勢
力
と
な
っ
て
い
た
中
世
の
「
ク
リ
ス
ト
墨
筆
」

（
2
0
く
£
・
雰
”
O
δ
○
げ
誹
8
夢
鉱
δ
。
9
園
舞
。
騒
・
）
が
讃
美
せ
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
様
な
カ
ト
リ
ッ
ク
的
中
世
へ
の
憧
憬
は
、
や
が
て
多
く
の
カ

ト
リ
ッ
ク
改
宗
者
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
古
き
形
式
性
に
生
き
ん
と
し
た
古
典
主
義
が
、
む
し
ろ
内
面
性
を
尊
重
す
る
新
教
と
結
び
付

き
、
傅
統
形
式
の
破
壌
に
薪
生
面
を
拓
か
ん
と
し
た
浪
漫
主
義
が
、
逆
に
翠
嵐
的
な
る
奮
教
に
接
近
し
た
の
は
、
　
一
つ
に
は
、
前
二
者
が

現
世
と
神
、
時
間
性
と
永
遠
性
と
の
調
和
に
瀾
し
、
後
二
者
が
そ
れ
ら
の
分
裂
に
關
し
、
馨
る
種
の
共
通
性
を
有
し
た
こ
と
に
も
由
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
何
れ
に
せ
よ
浪
漫
主
義
者
達
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
に
一
つ
の
擦
り
所
を
見
淫
す
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彫
る
意
味
に

於
い
て
、
前
期
浪
漫
主
義
か
ら
後
期
浪
漫
主
義
へ
の
推
移
を
ば
、
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
浪
漫
主
義
者
の
宗
教
槻
は
、
恰
も
F
・
シ
ュ
レ

ー
ゲ
ル
に
於
い
て
品
評
的
に
み
ら
れ
る
如
く
、
無
限
者
に
謝
す
る
無
形
態
の
憧
憬
感
情
か
ら
、
そ
れ
を
新
し
い
神
語
に
よ
っ
て
象
徴
的
に

把
握
せ
ん
と
す
る
試
み
に
移
り
、
最
後
に
そ
の
蜜
現
と
し
て
の
既
成
宗
教
（
多
く
は
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
向
う
経
過
を
辿
る
（
≦
。
轟
き
σ
q

ご
稽
⑰
“
O
舘
男
。
剛
薩
。
霧
箕
。
窪
。
臼
ぎ
ま
器
8
⇔
U
幽
艶
轟
く
。
尽
り
。
ω
㎝
ぎ
σ
q
ぴ
凶
ω
N
長
男
。
ヨ
§
鉱
〆
）
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
個
人
的
無
形
性
か
ら
肚

會
的
具
湿
性
へ
の
進
行
は
、
浪
漫
主
義
そ
の
も
の
が
主
槻
中
心
か
ら
配
置
中
心
へ
と
重
黙
を
移
鋤
さ
せ
て
行
っ
た
こ
と
と
、
決
し
て
無
縁

の
事
柄
で
は
な
い
。
翫
読
の
如
く
浪
漫
主
義
の
「
内
化
性
」
は
、
柔
な
る
憾
寝
的
自
我
性
に
叢
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
し
て
無

眼
的
絶
封
者
を
憧
れ
ゆ
く
も
の
で
あ
り
は
し
た
が
、
そ
の
学
芸
感
が
激
し
く
身
を
苛
む
と
き
、
そ
れ
は
自
然
や
杜
會
や
歴
史
へ
の
…
…
…
興

る
場
合
に
は
最
大
の
敵
で
あ
っ
た
置
き
傳
統
す
ら
へ
の
…
…
自
己
麗
放
に
結
び
付
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
古
典
主
義
者
が
、

　
　
　
　
濁
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
　
哲
學
捌
研
究
　
　
鱗
叩
四
菖
｛
ハ
山
－
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
二

84
6
　
自
ら
宇
宙
の
規
準
た
り
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
霞
足
首
鑛
的
で
あ
り
得
た
に
際
し
、
自
己
を
超
え
る
無
限
的
な
る
も
の
へ
の
不
灘
の
追
求
に

　
　
思
い
煩
う
浪
漫
主
義
者
が
、
外
的
な
る
も
の
へ
の
開
放
的
協
和
性
に
心
の
安
息
を
求
め
た
の
は
、
必
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
　
ろ
う
。
か
の
浪
漫
的
共
同
感
構
や
浪
漫
主
義
的
國
家
観
も
ま
た
、
か
か
る
具
騰
的
客
槻
主
義
の
一
連
の
現
象
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
ノ
ヴ
「
、

　
　
…
リ
ス
の
「
詩
的
國
家
」
、
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
「
美
的
教
士
」
、
ミ
・
　
ラ
ー
の
「
君
主
的
國
家
形
態
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
浪
漫
的
共
同
膿

　
　
を
支
配
す
る
原
理
は
、
例
え
ば
シ
ラ
…
の
「
美
的
國
家
」
（
。
。
。
び
竃
。
コ
¢
昏
冴
帥
ダ
図
『
N
◎
9
山
霊
ω
畠
2
．
卜
。
8
b
弓
㌘
）
の
支
柱
た
る
、
理
性
性

　
　
を
画
せ
る
遊
戯
衝
動
の
如
き
も
の
で
は
な
く
て
、
ど
こ
ま
で
も
純
粋
な
る
儒
仰
と
愛
の
感
情
（
ツ
酬
O
く
私
財
匂
ウ
“
　
（
軍
一
餌
¢
ぴ
O
雛
　
二
●
　
い
帥
O
び
O
・
）
に
ほ
か
な

　
　
ら
な
い
。
か
く
し
て
紳
は
、
浪
漫
主
義
者
に
饗
し
て
膚
機
嘉
言
撫
を
授
け
る
カ
で
あ
り
、
中
世
ク
リ
ス
ト
教
練
へ
の
憧
僚
は
、
宗
教
と
學

　
　
問
と
の
背
離
せ
る
近
代
か
ら
、
再
び
爾
者
が
統
一
さ
れ
て
一
つ
の
宗
教
の
下
に
全
歌
洲
が
榮
え
る
如
き
未
來
の
ク
リ
ス
ト
藤
蔓
の
建
設
を

　
　
の
ぞ
む
、
豫
感
と
希
求
と
の
表
わ
れ
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
浄
、
の
様
な
宗
教
的
客
機
主
義
も
、
や
が
て
は
ひ
た
す
ら
中
世

　
　
的
な
薄
瞬
と
神
秘
へ
の
果
敢
な
き
憧
憬
に
堕
し
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
註
）
　
浪
唱
詠
主
瀞
凝
的
一
議
家
辮
…
に
は
、
古
典
主
畝
醸
よ
り
受
け
縫
が
れ
た
｛
眉
機
醗
思
想
の
罵
膨
鐵
攣
も
鯛
工
め
ら
れ
る
G
　
ま
た
ク
ル
ッ
ク
ホ
…
ン
　
（
区
ξ
O
げ
び
O
ン
揚
”

　
　
　
　
℃
巽
ω
α
勉
励
凱
肉
。
搾
麟
O
o
欝
。
陣
霧
。
び
亀
じ
な
ど
の
詣
摘
す
る
如
く
、
前
期
猫
淑
浪
漫
主
義
に
も
す
で
に
陵
民
的
意
識
や
共
購
騰
理
念
が
罷
職
し
て
い
た

　
　
　
　
と
い
う
事
賢
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
客
槻
的
な
る
も
の
に
擦
り
所
を
求
め
ん
と
す
る
萌
芽
が
、
す
で
に
薩
期
1
7
榊
於
い
て
準
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

　
　
　
　
後
期
に
至
っ
て
張
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
、
考
え
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。

四
道
徳
性

　
ゲ
ー
テ
は
そ
の
詩
に
詠
う
。
　
「
極
と
擾
と
が
鰯
れ
合
う
瞬
間
に
、
無
限
の
静
血
が
感
知
さ
れ
る
。
そ
れ
故
紳
に
感
謝
せ
よ
、
お
ん
み
ら

と
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
わ

時
聞
の
子
ら
よ
、
紳
が
早
筆
に
極
を
分
離
し
て
い
る
こ
と
を
。
」
（
0
8
浄
費
O
o
簿
・
O
。
欝
黛
¢
嵩
傷
≦
。
拝
）
「
過
虫
と
未
來
と
を
、
霞
然
は
知
ら

な
い
。
現
在
こ
そ
、
そ
れ
の
永
遠
な
の
で
あ
る
。
」
（
（
甲
O
O
一
7
0
“
　
り
一
曲
け
口
図
♂
）
ま
た
シ
ラ
ー
的
人
塑
像
の
原
型
は
、
質
料
衝
動
ω
き
冨
甑
。
ぴ
と
形



　
　
式
衝
動
緊
。
疑
三
ぼ
警
と
の
；
兀
的
封
立
を
綜
合
す
る
遊
戯
衝
動
ω
覧
集
識
¢
ぴ
で
あ
り
、
そ
れ
は
時
報
性
と
永
遠
性
と
を
続
一
す
る
も
の

　
　
で
あ
っ
た
（
も
心
6
一
凱
鎧
。
”
・
”
Q
。
創
・
麟
．
剛
晒
・
（
岬
●
ζ
．
　
陸
掘
吟
一
W
騰
‘
）
。
彼
等
古
典
主
義
者
は
、
現
在
的
瞬
間
そ
の
も
の
の
中
に
永
遠
性
を
騰
験
し
、
各
瞬

　
　
間
に
停
止
を
命
じ
て
、
い
わ
ば
そ
れ
を
彫
刻
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
存
在
を
永
遠
化
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
も
は
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ラ
リ
ナ
ミ
ト

　
　
過
去
・
現
在
・
未
來
の
薩
溺
は
影
を
ひ
そ
め
る
。
こ
の
様
な
爾
極
性
に
基
づ
く
超
時
的
立
場
に
蔑
し
て
、
一
謄
的
無
限
的
憧
憬
の
中
に
永

　
　
遽
性
を
求
め
ん
と
す
る
の
が
、
浪
漫
主
義
者
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
リ
ッ
ヒ
の
い
う
如
く
（
閃
。
◎
Q
一
触
坤
6
び
“
一
）
O
⊆
酔
ω
6
財
O
課
一
斜
o
o
o
o
同
犀
蝶
卿
菊
O
一
謬
”
類
銘
界
●
）
、

　
　
永
遠
性
国
南
面
げ
の
謬
の
概
念
が
完
成
く
。
濠
滋
§
σ
q
と
無
限
性
d
霧
ゆ
象
。
一
時
①
騨
と
に
分
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
前
者
、
即
ち
そ
れ
自
膿

　
　
完
成
し
も
は
や
網
ら
の
愛
鳥
を
も
必
要
と
し
な
い
永
績
が
、
古
典
主
義
的
性
格
で
あ
る
に
著
し
、
後
者
、
邸
ち
終
結
も
完
成
も
識
ら
な
い

　
　
無
限
的
な
生
成
の
縫
績
こ
そ
、
浪
漫
主
義
の
性
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
典
主
義
者
が
、
時
間
的
流
韓
の
底
に
端
的
に
永
蓮
の
本
門

　
　
を
捉
え
て
、
こ
れ
に
形
姿
を
憂
え
ん
と
す
る
に
厳
し
、
浪
漫
主
義
者
は
時
機
の
干
隈
的
な
旋
律
を
そ
の
ま
ま
に
膿
験
せ
ん
と
す
る
。
そ
の

　
　
騰
験
は
、
F
・
シ
晶
レ
！
ゲ
ル
の
思
惟
作
用
で
あ
れ
、
ノ
ヴ
ァ
…
リ
ス
の
夢
で
あ
れ
、
テ
ィ
…
ク
の
遊
戯
衝
動
で
あ
れ
、
或
い
は
シ
．
ニ
フ

　
　
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
億
仰
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
そ
れ
膚
膿
と
し
て
自
己
目
的
的
で
あ
り
、
彼
等
は
過
程
を
欲
し
て
結
果
を
欲
し
な
か
つ

　
　
　
　
レ
コ
ベ
リ
ハ
イ
ヒ
し

　
　
た
。
二
重
姓
に
根
ざ
す
均
衡
と
静
止
と
を
超
え
、
無
限
定
的
な
不
可
分
性
と
行
き
つ
く
こ
と
な
き
生
成
と
を
署
し
て
、
訳
無
か
ら
未
來
へ

　
　
と
不
断
に
動
き
ゆ
く
歴
史
の
潮
流
を
身
裡
に
感
じ
、
自
ら
そ
れ
の
一
つ
の
波
た
ら
ん
と
蔽
う
の
が
、
浪
漫
主
義
老
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に

　
　
無
熱
的
な
歴
史
の
潮
流
に
身
を
潜
め
、
恰
も
「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
」
の
如
く
過
去
か
ら
未
來
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
自
然
と
課
業
と
の
攣
轄
を
騰

　
　
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
か
の
無
限
的
生
命
に
参
入
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
、
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
時
の
自
問
諸
領
域
に
於

　
　
け
る
歴
史
學
派
の
始
頭
も
、
輩
に
昂
族
意
識
に
よ
る
傳
統
へ
の
回
顧
の
故
の
み
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
一
般
に
浪
漫
主
義
者
を
、
所
謂
「
ク
リ
ス
ト
教
的
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
」
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
か
か
る

　
　
歴
史
的
な
向
無
限
的
精
興
も
、
一
慮
爾
者
に
於
い
て
異
な
っ
た
表
わ
れ
方
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
先
ず
ク
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
立
つ
者
は
、

　
　
現
在
を
有
限
無
常
と
し
て
感
じ
、
過
去
と
未
來
と
に
腰
を
注
い
だ
ゆ
自
己
の
求
め
ゆ
く
無
限
牲
が
現
費
的
経
験
に
於
い
て
は
捉
え
ら
れ
得

鱗　
　
　
　
　
　
獲
逡
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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四

な
い
事
に
思
い
至
る
や
、
や
が
て
彼
等
は
時
空
形
式
の
彼
方
の
無
限
性
に
解
脱
せ
ん
と
試
み
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
現
在
は
制

約
さ
れ
開
講
さ
れ
て
お
り
、
無
限
盤
が
追
求
さ
れ
る
爲
に
は
、
「
遠
隔
目
簿
芝
①
ご
μ
鑓
麟
（
我
々
自
身
か
ら
の
）
」
（
2
0
毒
謬
”
囑
慈
α
q
ヨ
9
誹
9
）

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
人
々
は
賢
際
に
は
、
す
べ
て
の
過
去
と
す
べ
て
の
未
來
と
の
中
に
住
ん
で
お
り
、
現
在
の
中
の
ど
こ
に
も
住

ん
で
い
な
い
。
」
（
o
で
・
9
け
・
）
「
す
べ
て
は
遠
く
隔
っ
て
こ
そ
、
詩
と
な
る
。
遽
隔
作
用
9
騨
δ
ぢ
黛
ω
㌶
霧
。
遽
く
の
山
々
、
遠
く
の
人
々
、

遠
く
の
出
來
事
な
ど
、
す
べ
て
が
浪
漫
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
。
℃
・
。
ε
ま
こ
と
彼
等
に
於
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
作
用
は
、
思
索
作
用

さ
え
も
、
濾
3
8
隔
作
用
に
還
元
さ
れ
る
。
」
（
o
も
・
2
ρ
）
で
あ
ろ
う
。
浪
漫
主
義
者
に
共
通
な
か
の
夜
の
讃
美
も
ま
た
、
か
か
る
遠
隔
作
用
と
別

個
の
事
柄
で
は
な
い
。
夜
は
、
空
間
的
時
間
的
な
閉
鎖
的
限
定
の
否
定
と
し
て
、
過
去
と
未
來
、
追
憶
と
豫
感
と
を
喚
起
す
る
。
　
「
光
に

は
時
が
測
り
限
ら
れ
た
れ
ど
、
夜
の
支
配
に
は
時
所
は
あ
ら
ず
。
」
（
Z
o
毒
冴
”
類
く
酒
器
幽
き
象
。
2
ρ
。
葺
・
ゆ
・
）
夜
に
よ
っ
て
有
隈
的
な
時
空

形
式
は
超
え
ら
れ
、
肉
の
眼
が
カ
を
喪
う
代
わ
り
に
、
裡
に
艶
々
し
い
「
無
限
の
眼
」
（
。
㍗
鼻
・
じ
が
啓
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
も
は
や
互

に
隔
て
ら
れ
た
個
別
的
事
物
の
存
在
を
晃
る
の
で
は
な
く
て
、
歴
史
の
無
限
的
潮
流
の
中
に
身
を
お
き
、
萬
象
の
永
劫
な
る
根
源
的
生
成

に
思
い
を
潜
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
か
の
墓
丘
の
暗
き
懐
に
湧
き
出
ず
る
水
界
の
波
」
（
。
や
畠
・
心
・
）
を
ば
、
掬
び
得
る
の
で
あ
る
。
え

も
い
わ
れ
ず
魚
倉
に
し
て
幽
玄
な
る
夜
は
、
あ
ら
ゆ
る
宇
宙
的
存
在
の
母
胎
で
あ
り
、
す
べ
て
は
太
初
た
る
渾
沌
か
ら
産
ま
れ
、
光
も
ま

た
夜
の
晒
黒
か
ら
生
じ
た
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
紳
の
酷
な
る
自
然
」
が
、
光
に
先
行
す
る
「
永
遽
に
暗
き
根
抵
①
鼠
σ
q
篇
口
口
匡
興
○
霊
昌
餌
」

（。。

B
蓬
ぎ
σ
q
”
O
己
．
≦
鋳
幹
舅
．
ω
奪
も
。
u
。
。
）
と
し
て
、
全
被
造
物
の
母
胎
た
る
こ
と
も
、
岡
様
の
意
味
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
夜

の
幽
冥
と
遊
心
と
の
愛
好
は
、
や
が
て
夜
と
死
と
の
岡
一
面
を
招
來
し
、
死
へ
の
憧
憬
を
惹
起
す
る
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
『
夜
の
讃
歌
』

の
成
立
に
は
、
天
噛
せ
る
懸
入
ゾ
フ
ィ
！
と
の
彼
岸
に
於
け
る
合
一
へ
の
構
熱
が
、
一
つ
の
重
要
な
る
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
夜
と
死
と

は
、
と
も
に
愛
人
と
の
最
高
の
結
合
術
た
る
意
味
を
携
っ
て
い
た
。
「
華
燭
へ
と
、
死
は
我
を
呼
ぶ
」
（
2
0
＜
践
。
。
“
頃
望
彰
ま
鵠
p
粂
Z
毬
7
ρ
U
．
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
彼
岸
の
ゾ
フ
．
、
一
へ
の
追
慕
は
、
岡
時
に
天
上
の
花
嫁
た
る
紳
女
ゾ
フ
・
，
1
に
饗
す
る
、
ヤ
ー
コ
プ
・
べ
ー

メ
以
來
の
普
遍
的
憧
僚
を
も
含
み
、
死
は
紳
的
無
限
性
へ
の
、
最
も
端
的
な
る
媒
介
者
と
臼
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
「
私
は
ゾ
フ
・
。
1
に
宗



　
教
を
も
つ
ー
ー
愛
で
は
な
い
。
絶
無
的
な
る
愛
は
…
…
宗
教
で
あ
る
。
」
（
Z
o
≦
翻
”
津
£
ヨ
。
艮
。
・
）
現
徴
は
汐
田
の
宿
で
あ
り
「
異
郷
象
㊦

　
屑
お
ヨ
無
Φ
」
（
気
。
毒
房
”
踏
図
嚢
一
回
2
鉾
9
宏
碧
冥
①
・
）
で
あ
っ
て
、
我
々
は
死
に
よ
り
、
「
墓
丘
」
「
め
ぐ
し
花
嫁
襯
或
い
は
「
愛
す
る
イ
エ

　
　
ス
」
「
父
の
御
心
」
（
”
簿
○
）
と
呼
ば
れ
る
、
曾
て
の
故
郷
に
立
ち
仕
り
得
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
に
於
い
て
は
、
石
棺
の
お
か
れ
た

　
　
「
過
去
の
部
屋
」
の
標
語
に
す
ら
「
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（
W
O
O
紳
げ
O
”
　
ノ
～
「
．
　
竃
①
陣
ω
轡
O
困
・
●
）
如
く
、
富
麗
性
は
永
遠
の

　
　
生
命
を
現
在
的
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
浪
漫
主
義
者
は
、
死
へ
の
憧
憬
を
逓
し
て
永
蓮
性
を
　
過
い
ゆ
く
の

　
　
で
あ
り
、
彼
等
に
と
っ
て
は
「
生
は
死
の
登
端
で
あ
り
、
死
の
爲
に
存
在
す
る
。
㎏
（
2
。
＜
跳
。
。
“
等
澱
ヨ
。
髪
◎
）
死
は
、
い
わ
ば
時
間
性
か
ら

　
　
無
限
性
へ
の
、
最
も
浪
漫
的
な
る
轄
移
の
瞬
間
で
あ
る
。
か
く
て
夢
や
夜
や
死
を
テ
ー
マ
と
す
る
浪
漫
的
詩
作
は
、
有
限
的
時
論
形
式
の

　
　
彼
方
に
於
い
て
あ
ら
ゆ
る
過
去
と
未
來
と
を
現
在
化
す
る
「
無
限
的
晦
間
」
を
、
紫
黒
す
れ
ば
「
過
去
と
未
來
と
を
溶
解
に
よ
っ
て
一
致

　
　
せ
し
め
る
煮
る
形
而
上
的
現
在
」
（
o
℃
・
9
魯
・
）
を
ば
、
創
作
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
を
無
限
的
に
総
理
た
ら
し
め
る
か
の
想
像

　
　
力
は
、
か
か
る
蒋
隈
姓
か
ら
無
限
性
へ
の
縛
移
を
．
珂
能
な
ら
し
め
る
、
最
高
の
魔
法
的
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
け
れ
ど
も
、
創
造
的
行
単
性
を
敏
く
傍
槻
罫
書
繹
者
に
あ
っ
て
は
、
如
何
に
彼
等
自
脅
に
と
っ
て
そ
の
生
が
室
虚
と
は
感
じ
ら
れ
な
い

　
　
に
し
て
も
、
そ
れ
を
充
た
す
も
の
は
現
賢
逃
避
的
な
夢
と
幻
想
で
あ
り
、
無
爲
と
無
騒
的
の
漂
泊
こ
そ
、
浪
漫
的
瞳
撮
の
端
的
な
る
蓑
わ

　
　
れ
に
ほ
か
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
『
シ
ュ
テ
ル
ン
バ
ル
ト
の
遍
歴
』
（
月
け
O
ぎ
　
芝
9
0
閃
O
鵠
壇
O
傷
O
触
“
　
想
吋
9
誤
N
　
ω
齢
。
円
嵩
び
巴
侮
。
。
　
ぞ
く
僧
5
侮
O
『
煽
嵩
σ
q
o
旨
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ザ
　
グ
ン
グ

　
　
は
、
マ
イ
ス
テ
ル
の
遍
歴
の
如
き
、
豊
富
な
生
活
馬
験
を
通
し
て
の
高
い
諦
　
　
観
へ
の
道
程
な
の
で
は
な
く
て
、
專
ら
遠
隔
へ
の
憧
れ

　
　
に
終
始
す
る
無
困
標
の
放
浪
で
あ
る
。
夜
の
讃
美
の
如
き
も
、
本
塗
は
啓
蒙
的
合
理
主
義
の
散
文
的
分
溺
知
や
分
析
的
悟
性
（
光
）
を
破

　
　
壌
し
て
、
愛
と
信
仰
に
満
ち
た
永
遠
的
世
界
を
招
介
せ
ん
と
す
る
（
『
オ
フ
テ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
第
一
部
、
ク
リ
ン
グ
ス
オ
ー
ル
の
語
る
童
話
）
、

　
　
未
來
へ
の
創
造
的
希
求
で
あ
り
、
詩
的
精
榊
に
よ
る
第
二
の
黄
金
時
代
の
蒼
黒
に
封
ず
る
「
期
待
」
（
同
第
一
部
褒
題
）
を
意
味
す
る
も
の

　
　
で
あ
っ
た
し
、
岡
様
に
死
も
ま
た
、
「
終
局
で
あ
る
と
岡
時
に
嚢
端
」
（
Z
。
≦
葎
”
ぎ
。
p
。
q
ヨ
。
八
章
●
）
と
し
て
、
「
死
の
中
に
は
永
遠
の
生
命
が
知

　
　
ら
さ
れ
て
お
り
」
（
Z
o
毒
蕾
閃
瓢
く
精
細
瓢
斜
影
宏
p
魯
酔
．
q
・
）
、
『
オ
フ
テ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
に
は
魂
の
輪
廻
の
思
想
が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か

鯉　
　
　
　
　
　
濁
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
厭
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
折
圏
學
籍
究
　
　
楽
照
百
六
山
－
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

88
6
　
し
ゃ
が
て
大
部
分
の
浪
漫
主
義
者
達
は
、
夜
が
明
手
の
世
界
の
母
胎
で
あ
り
、
死
が
よ
り
高
い
生
へ
の
登
端
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
そ

　
　
れ
ら
へ
の
無
反
省
的
憧
憬
に
耽
溺
し
、
想
い
出
と
豫
感
と
に
よ
る
現
實
逃
避
か
ら
、
憂
愁
と
無
軸
力
の
陰
に
次
第
に
未
來
へ
の
緊
張
を
失

　
　
い
ゆ
き
、
無
限
性
に
封
ず
る
本
來
の
生
動
的
憧
憬
は
、
偏
に
過
去
へ
の
回
顧
的
憧
憬
に
攣
懐
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
夢
幻

　
　
的
無
法
躍
的
道
徳
の
宣
揚
は
、
途
に
は
「
お
お
怠
惰
…
…
汝
を
も
ち
汝
を
抱
く
も
の
は
幸
い
な
る
か
な
、
汝
聖
な
る
宝
玉
、
浮
土
よ
り
衆

　
　
生
に
残
さ
れ
し
唯
｝
の
紳
に
類
う
断
片
」
（
囑
●
。
Q
。
鑓
£
○
｝
“
r
蓉
M
N
こ
。
・
）
と
い
う
如
き
、
怠
惰
の
禮
讃
と
も
な
る
。
流
動
性
は
、
肥
る
意
味
で

　
　
は
沈
滞
と
偏
頗
と
か
ら
無
限
の
進
展
を
護
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
浪
漫
主
義
の
「
プ
ロ
ト
イ
ス
℃
村
。
お
器
」
（
盛
飛
汀
勲
。
O
。
隣
。
臨
。
算
。
島
窪

　
　
イ
く
葭
ρ
ヨ
ピ
。
く
亀
・
）
的
姓
絡
は
、
む
し
ろ
そ
の
様
な
進
展
を
支
え
る
人
…
間
性
そ
の
も
の
の
否
定
を
通
し
て
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ヴ
ェ
ル
」

　
　
の
如
き
道
徳
的
ド
屍
無
主
義
に
も
至
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ク
リ
ス
ト
教
的
浪
漫
主
義
者
の
、
無
限
性
へ
の
か
か
る
超
越
的
憧
憬
の
立
場
に
即
し
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
浪
漫
主
義
者
は
、
過
去
の

　
　
鹸
鎭
と
未
來
の
始
鷺
に
耳
傾
け
、
露
ら
無
隈
的
旋
律
の
一
音
と
し
て
共
鳴
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
生
そ
の
も
の
の
中
に
無
限
性
を
遮
求

　
　
せ
ん
と
す
る
。
從
っ
て
叢
、
こ
に
成
立
す
る
も
の
は
、
理
念
と
現
實
と
の
矛
暦
に
根
ざ
し
た
、
卑
し
き
足
掻
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
場
に
は
、
或
る
意
味
で
現
世
享
樂
的
な
る
も
の
も
数
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
場
合
に
も
問
題
は
、
法
難
的
経
験
の
背
後
に
精
紳
的
無
限
性

　
　
を
邉
蔑
し
て
果
さ
ず
、
再
び
経
験
界
に
立
ち
幾
っ
て
現
世
的
快
樂
の
中
に
蟻
壁
的
無
限
性
を
探
求
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ベ
ル
ハ
イ
　
ロ

　
　
格
は
ど
こ
ま
で
も
矛
盾
的
た
る
を
菟
れ
な
い
。
成
程
古
典
主
義
の
基
調
も
二
重
性
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
、
所
謂
諦
綴
に
根
ざ
す
一
抹
の
暗

　
　
影
が
漂
い
は
し
た
。
し
か
し
、
ゲ
…
テ
は
ア
ポ
ロ
を
詠
い
、
浪
漫
主
義
者
は
デ
ィ
オ
ニ
．
｝
ソ
ス
を
歎
ず
る
。
前
者
は
、
ア
ポ
ロ
に
均
衡
と

　
　
秩
序
を
謝
す
る
静
朗
の
歌
で
あ
り
、
後
者
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
に
無
隈
卵
生
へ
の
陶
灘
…
を
所
る
激
情
の
詩
で
あ
る
。
も
し
浪
漫
主
義
的

　
　
幸
爾
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
限
的
撞
憬
が
無
法
則
的
な
る
歴
史
の
動
き
に
一
致
す
る
、
一
瞬
の
偶
然
に
こ
そ
晃

　
　
出
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
假
令
か
か
る
幸
編
が
獲
ら
れ
た
に
せ
よ
、
彼
等
は
決
し
て
そ
こ
に
止
ま
り
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
故
い
か
に
魔
法
的
想
像
力
を
以
っ
て
し
て
も
、
無
焦
性
と
現
在
性
と
の
間
に
は
、
解
き
難
い
矛
盾
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
古
典
主



　
　
義
者
の
二
重
性
に
成
立
し
た
も
の
は
、
自
足
的
現
在
性
に
由
饗
す
る
静
的
な
調
和
と
幸
編
で
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
や
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー

　
　
ン
の
一
一
重
性
か
ら
生
ず
る
も
の
は
、
戦
馬
的
に
し
て
し
か
も
破
局
に
終
る
箴
言
主
義
で
あ
る
。
印
ち
彼
等
は
、
人
間
に
形
式
性
と
閉
賦
性

　
　
と
を
輿
え
た
ア
ポ
ロ
に
封
し
、
敬
意
と
同
時
に
よ
り
多
く
の
敵
意
を
以
っ
て
償
い
を
挑
み
、
人
端
的
限
界
を
打
破
し
て
無
限
性
を
醸
ち
得

　
　
ん
こ
と
を
試
み
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
の
無
字
性
は
、
期
待
に
満
ち
た
憧
憬
の
封
象
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
無
隈
性
と
（
翻
ら
無
限
的

　
　
た
ら
ん
が
爲
に
封
置
す
る
）
制
限
性
と
の
闘
の
解
き
難
い
矛
盾
を
入
寺
に
課
し
、
彼
を
し
て
磁
極
間
の
不
漸
の
往
來
に
破
滅
せ
し
め
る
、

　
　
苛
酷
な
る
悲
劇
的
「
蓮
命
」
で
あ
る
ー
テ
ぜ
ー
ク
の
『
エ
ッ
ク
ベ
ル
ト
』
や
ヴ
ェ
ル
ナ
…
の
『
二
月
工
十
四
蔭
』
や
ミ
ュ
ル
ナ
…
の
さ
　

　
　
月
二
十
九
賑
』
な
ど
の
蓮
華
悲
劇
の
流
行
を
も
想
う
べ
し
。
理
念
と
現
象
と
の
問
の
封
立
は
、
相
互
移
行
に
よ
る
穂
ら
か
の
統
一
可
．
能
性

　
　
を
残
す
場
合
に
は
、
か
の
浪
漫
的
イ
ロ
ニ
ー
を
成
立
せ
し
め
る
で
も
あ
ろ
う
が
、
し
か
ら
ざ
る
二
会
に
は
、
救
い
難
い
内
的
分
裂
と
痛
ま

　
　
し
い
犠
牲
と
を
強
要
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
無
習
性
に
封
ず
る
彼
等
の
憧
憬
は
、
確
か
に
強
烈
な
る
意
志
の
姿
を
と
り
は
し
た
が
、
彼
等

　
　
を
挑
戦
的
態
度
に
駆
り
立
て
た
も
の
は
、
超
個
人
的
蓮
命
に
封
ず
る
無
謀
な
る
反
抗
的
衝
動
で
あ
り
、
そ
の
意
志
は
あ
く
ま
で
感
情
的
非

　
　
創
造
的
轍
絡
の
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
ク
リ
ス
ト
教
的
浪
漫
主
義
が
、
遽
隔
作
用
に
よ
っ
て
現
實
か
ら
遊
離
し
、
夜
と
死
と
過
芸
の

　
　
境
に
さ
迷
い
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
デ
ィ
心
心
ニ
ソ
ス
的
浪
漫
主
義
者
は
、
逆
に
現
實
そ
の
も
の
の
中
に
無
限
性
の
實
現
を
闇
闘
い
取
ら
ん
と

　
　
試
み
つ
つ
、
力
鑑
き
て
破
滅
の
淵
に
沈
賞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
の
道
を
選
ぶ
に
せ
よ
、
所
詮
浪
漫
主
義
的
生
活

　
　
は
、
そ
れ
慮
膿
の
内
面
的
矛
露
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
た
、
非
建
設
的
な
る
死
へ
の
遽
程
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
一
般
的
に
書
っ
て
、
カ
ン
ト
の
理
性
的
な
る
巌
縮
主
義
の
道
徳
に
縦
し
、
心
入
的
な
る
自
由
を
求
め
て
道
徳
と
美
と
の
結
合
を
無
い
た

　
　
の
が
、
シ
ラ
…
で
あ
り
浪
漫
主
義
者
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
前
者
が
感
性
の
謙
抑
の
下
に
理
性
の
自
由
を
確
立
し
た
に
塾
し
て
、
後
工
者
は

　
　
理
性
と
感
性
と
の
お
の
ず
か
ら
な
る
調
和
の
下
に
、
感
盤
の
自
歯
を
も
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
三
者
の
驕
係
は
、
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ツ
ヴ
エ

　
　
に
詳
細
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
そ
の
囲
的
論
に
於
い
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
道
徳
を
ば
一
切
の
存
在
の
究
極
目

　
　
ツ
ク

　
　
的
と
し
て
最
高
の
地
位
に
置
く
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
彼
は
、
絶
封
的
金
蝿
た
る
最
高
善
の
名
の
下
に
、
徳
に
幸
礪
が
結
合
す
る
こ
と

謝　
　
　
　
　
　
期
粥
逸
浪
漫
本
驚
駿
の
庶
｛
活
原
理
　
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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折
］
墨
・
研
究
　
　
第
㎜
幽
百
六
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

を
求
め
（
M
〈
国
⇔
け
訓
説
．
瓢
曝
℃
画
ノ
㍉
●
H
）
一
触
一
〇
一
（
臥
押
。
）
、
ま
た
宗
教
論
に
於
い
て
は
、
シ
ラ
ー
の
『
優
美
と
尊
嚴
に
つ
い
て
』
へ
の
批
評
を
象
ね
て
、

「
最
も
重
要
な
る
原
理
に
つ
い
て
は
二
部
は
一
致
し
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
、
徳
が
確
立
さ
れ
た
後
に
グ
ラ
チ
エ
ン
（
優
美
の
女
紳
）
が

そ
れ
に
俘
う
こ
と
を
理
想
と
し
て
競
い
て
い
る
（
〆
p
無
”
蛍
。
閃
。
愚
§
ぎ
昌
。
墜
診
・
一
σ
P
O
磐
“
ぴ
・
ζ
○
婁
ぎ
騰
〉
毯
噌
ゆ
9
≦
・
幹
一
2
や

〉
郎
ヨ
2
ぎ
）
。
そ
の
意
味
で
は
カ
ン
ト
の
最
高
の
理
想
も
ま
た
、
シ
ラ
ー
と
同
様
に
、
道
徳
と
美
と
の
一
致
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
か
し
カ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
自
然
的
薫
陶
性
が
完
全
に
克
服
せ
ら
れ
、
義
務
の
遽
行
が
確
立
さ
れ
て
始
め
て
、
　
「
道
徳
的
に
方
向
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ビ
　
ル

け
ら
れ
た
理
性
が
、
購
想
力
を
通
し
て
感
性
を
共
に
遊
動
に
引
き
入
れ
る
」
（
鋤
9
0
）
べ
き
で
あ
っ
て
、
美
は
そ
れ
以
前
に
道
徳
に
干

渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
從
っ
て
徳
と
幅
と
の
結
合
と
同
じ
く
、
道
徳
と
美
と
の
結
合
も
、
一
般
的
に
は
現
世
に
於
い
て
不
可
能
覗
さ
れ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
シ
ラ
ー
に
と
っ
て
ぽ
、
道
徳
と
岡
時
に
美
が
間
わ
れ
、
理
性
と
感
性
と
は
最
初
か
ら
一
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
彼
の
標
榜
す
る
も
の
は
、
カ
ン
ト
の
道
徳
的
人
間
に
封
ず
る
美
的
入
間
で
あ
り
、
美
を
含
ん
だ
道
徳
で
あ
る
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

は
、
あ
く
ま
で
道
徳
を
内
に
面
し
た
美
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
理
性
的
な
る
も
の
が
感
性
性
を
宿
し
て
美
的
道
徳
へ
高
ま
る
方

向
が
と
ら
れ
た
に
厳
し
、
シ
ラ
ー
に
於
い
て
は
寧
ろ
、
『
藝
術
家
』
（
Q
D
6
げ
一
嵩
O
囲
，
”
　
際
｛
一
国
謹
告
辱
蝕
一
〇
門
・
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
如
く
、
感
性
的
な
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

理
性
性
を
宿
し
て
「
道
徳
的
美
」
（
Q
Q
O
げ
臨
一
〇
門
”
　
一
く
曽
一
濡
曽
鯵
　
削
り
●
　
両
O
び
さ
）
へ
と
高
ま
る
方
向
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
に
、
カ
ン
ト
に
は
存
し
な
か
っ

た
、
感
性
そ
の
も
の
の
道
徳
性
が
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
も
薫
る
意
味
で
は
個
入
主
義
者
で
あ
り
は
し
た
が
、
そ
の
瞬
謂
欄
入
と
は
、
普
遍
的
理
性
的
な
る
道
徳
的
人
格
を
意
味
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
つ
　
　
へ

の
で
あ
っ
て
、
彼
に
於
い
て
美
が
道
徳
と
結
合
し
得
ず
に
終
っ
た
の
も
、
美
が
道
徳
と
下
様
の
客
観
的
普
遍
性
を
も
ち
得
な
い
と
考
え
ら

れ
た
故
で
あ
っ
た
。
シ
ラ
ー
は
、
か
か
る
理
性
主
義
を
斥
け
て
理
姓
と
感
性
と
の
調
和
を
設
き
、
美
と
道
徳
と
の
一
致
を
求
め
て
爾
者
の

　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
し
ン

結
合
の
全
心
を
「
美
的
」
と
呼
ん
だ
が
、
し
か
し
そ
の
「
美
的
人
間
」
も
ま
た
、
や
は
り
普
遍
的
理
念
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
馴
し
て
浪
漫
主
義
者
は
、
カ
ン
ト
か
ら
シ
ラ
…
へ
の
方
向
を
更
に
推
し
進
め
て
、
道
徳
的
な
る
も
の
を
美
的
な
る
も
の
に
從
均
せ
し
め
、

個
別
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
個
人
主
義
を
特
殊
的
纒
人
主
義
へ
と
徹
底
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
も
と
よ
り
浪
漫
主
義
約
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立
場
に
は
、
例
え
ば
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
如
く
、
　
一
面
個
性
と
自
由
創
造
と
を
重
平
し
つ
つ
、
他
面
理
性
に
よ
る
自
然
の
形
成
を

以
っ
て
善
と
見
倣
す
如
き
、
い
わ
ば
カ
ン
ト
的
人
格
憂
事
と
浪
漫
主
義
的
美
的
享
受
と
の
中
間
的
立
場
も
存
し
は
し
た
が
、
多
く
は
F
・

シ
ュ
レ
…
ゲ
ル
と
同
様
、
天
才
的
恣
意
以
外
の
如
何
な
る
蓮
徳
や
法
則
を
も
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
等
し
く
美
的
立
場
を
閉
園
し

な
が
ら
、
古
典
主
義
と
浪
漫
主
義
と
は
、
か
く
て
道
を
異
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ラ
ー
は
、
例
え
ば
ア
テ
ネ
入
（
｛
㎏
・
傷
。
似
も
ゆ
酔
7
・
鍔
『
賊
．
②
曾
ゆ
同
ド
唱
ぴ
＝
O
．
㏄
一
び
謡
陰
G
吟
。
｝
凱
踏
。
門
”
℃
『
陶
画
。
・
G
∩
o
［
＝
・
訟
、
ひ
。
鎧
二
・
O
O
傷
陣
。
ご
ひ
O
●
し
ρ
●
〉
ζ
鵠
。
G
Q
◎
一
刈
悼
）

や
女
性
（
φ
’
≧
琶
艮
F
≦
琴
焦
ρ
ω
．
一
匂
。
U
）
や
小
手
（
。
ワ
・
ド
㏄
・
一
ま
）
な
ど
に
於
い
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
素
朴
な
る
「
美
し
き
魂
㏄
簿
9
δ

ω
e
色
¢
」
（
理
性
と
感
性
と
の
調
和
）
を
認
め
ば
し
た
が
、
彼
の
求
め
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
様
な
自
然
形
態
と
し
て
の
調
和
か
ら
嚴
し
い
分

裂
（
近
代
文
化
や
大
人
の
世
界
）
を
経
て
勢
即
す
べ
き
、
自
墾
形
態
と
し
て
の
調
和
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
理
想
と
し

て
の
「
美
し
き
魂
」
に
あ
っ
て
は
、
　
一
度
困
難
な
る
椿
象
に
遭
遇
し
て
理
性
と
感
姓
と
の
調
和
が
不
可
能
に
な
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
理

性
が
意
志
規
定
の
舵
を
ば
取
り
上
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
美
し
き
魂
は
確
實
に
「
崇
高
な
る
魂
。
夢
〔
告
。
コ
。
ω
o
血
。
」
　
に
移
行
す

る
の
で
あ
る
（
O
℃
・
6
一
酔
。
ω
．
一
継
一
）
。
こ
れ
に
反
し
、
氣
分
的
に
の
み
善
を
な
す
如
き
「
氣
質
の
徳
↓
窪
も
。
口
置
¢
ヨ
㏄
ε
α
q
§
瓢
」
（
鉾
穿
○
・
）

は
、
如
何
に
美
し
き
魂
と
類
似
の
外
廻
を
呈
す
る
に
せ
よ
、
苦
境
に
立
ち
至
る
や
、
感
性
が
意
志
に
駕
し
て
完
全
な
る
彊
制
力
を
行
使
し
、

重
大
な
る
義
務
を
も
放
棄
し
て
顧
み
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
様
に
崇
高
な
る
魂
の
裏
付
け
を
有
す
る
か
否
か
が
、
眞
の
鞘
，
美
し
き
魂
」

と
輩
な
る
「
氣
質
の
徳
」
と
を
判
別
す
る
、
確
欝
な
る
試
金
石
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
ル
ソ
ー
（
彼
は
シ
ラ
ー
に
も
影
響
を
與
え
は

し
た
が
）
藤
巻
の
浪
漫
主
義
者
は
、
一
際
理
性
と
感
牲
と
の
調
和
を
求
め
な
が
ら
、
結
局
は
自
然
形
態
と
し
て
の
素
朴
な
る
調
和
に
終
り
、

極
端
な
る
自
由
へ
の
憧
憬
の
あ
ま
り
、
次
第
に
理
性
性
を
没
却
し
て
義
務
槻
念
を
喪
失
し
、
シ
ラ
ー
の
最
も
催
れ
た
「
氣
質
の
徳
」
に
堕

し
て
い
っ
た
。
ル
ソ
ー
の
欝
兄
原
始
禮
讃
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
成
程
彼
の
美
的
自
然
感
播
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
人
間
の
本
質
た
る
べ

き
自
由
或
い
は
「
美
し
き
魂
げ
巴
①
沙
日
Φ
」
の
表
明
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
せ
よ
彼
の
美
し
き
魂
に
は
、
「
逡
巡
す
る
と
こ
ろ
な
く

自
己
の
心
情
に
身
を
委
ね
る
」
（
菊
。
霧
。
・
。
碧
噛
象
ρ
霊
す
湿
。
仁
く
曵
。
鵠
出
国
。
。
¢
℃
p
戦
号
α
』
。
洋
憎
。
鼻
）
如
き
、
　
一
種
本
能
的
氣
質
的
な
る
性
格

　
　
　
　
濁
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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折
類
墨
辮
鱗
究
　
　
策
叩
四
否
六
－
†
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

を
兇
逃
す
こ
と
は
畠
來
な
い
。
浪
漫
主
義
者
達
に
は
、
シ
ラ
ー
と
は
異
な
っ
た
悪
し
き
意
味
に
於
い
て
、
　
「
理
性
的
魂
で
あ
る
前
に
美
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　
レ
　
ヒ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ユ
　
が
ダ
　
ル

魂
で
あ
る
こ
と
を
欲
し
、
正
し
く
あ
る
よ
り
も
氣
高
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
」
（
Q
。
畠
亀
ぎ
σ
q
”
d
・
拝
≦
・
“
旨
・
男
G
。
・
q
。
総
）
如
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ピ
　
ル

ヘ
ル
バ
ル
ト
的
「
趣
味
道
徳
O
o
ω
o
ぼ
郎
霧
瀞
難
。
鑓
こ
の
危
言
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
彼
等
が
シ
ラ
ー
と
岡
檬
好
ん
で
「
遊
戯
」
を
口

に
す
る
場
合
に
も
、
一
方
シ
ラ
ー
の
そ
れ
が
、
「
義
務
と
蓮
命
と
い
う
二
重
の
嚴
粛
に
適
用
さ
れ
る
時
に
大
き
い
深
い
意
味
を
も
ち
繋
る
」

（oQ

盾
ﾑ
＝
一
〇
噌
”
σ
。
鳥
。
麟
g
自
照
｝
譲
国
『
N
．
岱
●
竃
・
一
U
・
劇
憎
・
Q
Q
．
邸
囲
悼
）
も
の
と
し
て
設
か
れ
、
苦
境
に
於
い
て
す
ら
性
格
の
調
和
的
全
書
性
を
示
し
得
る
如

き
、
入
間
境
地
の
極
致
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
憂
し
、
他
方
浪
漫
主
義
者
の
そ
れ
は
、
專
ら
氣
質
的
放
縦
性
へ
の
辮
明
に
霊
き
る

如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
シ
ラ
ー
の
「
美
し
き
魂
」
も
一
つ
の
理
念
に
ほ
か
な
ら
ず
、
我
々
の
現
實
生
活
に
於
け
る
義
務
と
傾
向

性
と
の
確
執
に
、
直
ち
に
解
決
を
輿
え
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
浪
漫
竃
義
者
の
設
く
葛
藤
な
き
調
和
は
、
お
よ

そ
露
な
る
一
個
の
夢
想
に
す
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
カ
ン
ト
が
「
（
美
的
）
道
徳
」
の
立
場
、
シ
ラ
ー
が
「
道
徳
的
美
」
の
立
場
に
立
つ
な
ら

ば
、
概
し
て
浪
漫
主
義
者
は
、
嚴
密
な
る
意
味
で
の
道
徳
牲
を
敏
く
「
無
道
徳
的
美
し
の
立
場
へ
の
、
換
書
す
れ
ば
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

所
謂
「
美
的
實
存
」
の
立
場
へ
の
危
瞼
姓
を
冤
れ
難
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
浪
漫
主
義
に
も
、
道
徳
性
へ
の
途
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
の
宗
教
性
で
あ
る
。
　
「
シ
．
一
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ

ヘ
ル
が
い
み
じ
く
も
逡
べ
た
如
く
、
宗
教
は
最
高
の
道
徳
で
あ
り
、
」
「
道
穂
的
感
情
は
：
：
：
我
々
の
中
に
あ
る
本
來
の
恩
金
の
感
清
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
」
（
翼
。
く
跳
曽
帯
心
α
q
ヨ
。
簿
ρ
）
既
設
の
如
く
、
浪
漫
主
義
者
の
中
に
少
な
か
ら
ざ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
僑
周
辺
が
現
わ
れ
る
に
釜
つ

た
の
も
、
彼
等
が
無
拘
束
的
放
恣
に
耐
え
難
く
な
り
、
確
乎
た
る
生
活
の
擦
り
所
を
希
求
し
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
宗
派
の
薪
奮
に

拘
ら
ず
、
浪
漫
主
義
者
を
し
て
道
徳
的
健
金
儲
を
得
し
め
る
も
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
宗
教
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か

か
る
宗
教
道
徳
の
輔
つ
の
在
り
方
を
、
我
々
は
シ
鑑
リ
ン
グ
の
自
由
意
志
論
の
中
に
観
る
こ
と
が
出
奉
る
。
シ
．
｛
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
善

と
悪
と
の
封
立
を
義
務
命
令
に
よ
っ
て
解
か
ん
と
し
た
、
カ
ン
ト
の
「
自
己
随
慧
的
道
徳
性
器
響
も
。
笹
鑑
⑩
び
お
①
ω
幽
巴
｝
o
ぼ
6
謬
」
（
も
。
。
ぽ
＝
一
管
”

O
・
↑
≦
・
興
幹
劉
幹
匂
。
旨
）
の
立
場
を
以
っ
て
し
て
は
、
合
理
的
な
る
も
の
と
非
合
理
的
な
る
も
の
と
の
闘
の
藁
の
統
一
は
、
不
可
能



　
　
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
、
本
來
的
に
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
紳
的
な
る
も
の
を
紐
帯
と
し
て
、

　
　
早
き
原
理
（
我
姓
）
が
光
に
繋
が
れ
て
い
る
關
係
…
一
こ
れ
を
宗
教
性
燭
象
α
q
δ
隠
事
と
呼
ぶ
－
1
に
於
い
て
始
め
て
、
自
由
性
は
軍
な

　
　
る
恣
意
性
を
超
え
、
紳
の
聖
な
る
必
然
性
と
一
致
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
紳
的
に
必
然
的
な
る
も
の
を
習
弊
意
志
的
坤
鉱
鼠
藻
㈹

　
　
に
肯
定
一
…
こ
れ
を
良
心
性
○
①
芝
騨
ω
霧
び
既
臨
σ
q
げ
①
匿
と
陣
・
ぶ
i
：
し
、
正
し
き
も
の
に
封
ず
る
、
　
一
切
の
選
揮
を
絶
し
た
簸
高
の
決
断

　
　
を
も
っ
こ
と
の
み
が
許
さ
れ
る
。
當
爲
に
よ
っ
て
、
正
し
く
行
即
せ
ん
が
爲
に
正
し
く
行
雲
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
様
に
行
爲
せ
ず

　
　
に
は
お
れ
な
い
が
故
に
、
正
し
く
行
爲
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
始
め
て
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
も
い
う
如
く
、
　
「
我
々
の
純
粋
な
る
道

　
　
徳
的
意
志
は
、
紳
そ
の
も
の
の
意
志
で
あ
り
」
（
諸
。
奉
房
”
問
舜
σ
q
ヨ
。
緊
◎
）
、
「
世
界
の
一
切
の
善
は
、
沖
の
直
接
の
活
動
で
あ
る
篇
（
。
ワ
6
劉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ジ
ン
マ
ン
グ

　
　
こ
と
が
出
尻
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
O
o
鼠
。
・
。
。
2
夢
鉱
甑
α
q
｝
（
Φ
雷
が
即
ち
降
誕
α
q
一
塗
三
竃
で
あ
る
如
き
、
換
言
す
れ
ば
「
心
術
の
不
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
ト
ウ
ノ
フ
ス
ム
ス
　
　
　
　
ヘ
ロ

　
　
な
る
…
厳
粛
の
中
に
紳
的
愛
の
一
閃
が
沈
み
入
る
」
（
。
。
。
茎
［
圃
護
輔
⇔
●
熱
≦
堅
ヨ
．
響
幹
臼
。
潔
）
如
き
、
良
き
意
味
で
の
狂
　
　
熱
或
い
は
英

　
　
で
　
　
て
　
　
ム
　
　
エ

　
　
雄
霊
義
に
こ
そ
、
浪
漫
主
義
道
徳
の
歩
む
べ
き
道
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
最
大
の
善
は
想
像
力
の
中
に
あ
り
」
（
裳
。
く
熟
・
・
”
零
潔
－

　
　
ヨ
。
三
費
）
、
「
實
践
理
性
は
純
粋
な
る
想
像
力
で
あ
る
」
（
。
ワ
簿
9
）
と
い
う
如
き
「
想
像
力
の
倫
理
」
は
、
渕
ぎ
獣
鉱
＝
⇔
α
q
（
想
像
）
を
以
つ

　
　
て
紳
の
譲
三
》
出
（
ζ
薦
（
既
説
の
如
く
絶
封
嚢
が
相
美
的
實
在
者
の
中
に
形
象
し
入
る
こ
と
）
に
参
費
す
る
、
か
か
る
宗
教
道
徳
の
姿
を

　
　
と
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
カ
ロ
カ
ガ
テ
ィ
ア
以
來
の
善
美
調
和
の
探
求
は
、
か
く
て
一
つ
の
新
た
な
る
段
階

　
　
に
到
罪
し
た
。
卸
ち
浪
漫
主
義
の
形
而
上
學
的
姓
格
は
、
美
と
道
徳
と
の
根
基
を
更
に
宗
教
性
に
求
め
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
美

　
　
黒
旗
宗
教
的
1
1
道
徳
的
舘
笹
象
。
。
。
酬
冒
8
劇
養
凶
α
ω
日
厳
。
錯
落
魯
な
る
猫
自
の
立
場
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
シ
ェ
リ
ン
グ
す
ら

　
　
も
や
が
て
『
影
響
と
啓
示
の
哲
學
』
に
没
理
性
的
傾
陶
を
辿
り
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
　
一
般
に
趣
味
に
耽
溺
す
る
美
的
性
格
が
遵
徳
的
更
に

　
　
は
宗
教
的
性
格
を
勉
越
し
去
り
、
或
い
は
宗
教
性
そ
の
も
の
が
結
局
は
中
世
的
情
調
へ
の
沈
潜
に
終
る
如
き
浪
漫
主
義
者
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ジ
ク
ァ
チ
す
ン

　
　
道
徳
も
宗
教
も
、
所
詮
認
証
芳
養
　
念
と
紳
秘
的
薄
明
の
中
に
、
カ
を
失
い
ゆ
く
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
、
客

　
　
観
的
精
紳
た
る
倫
理
の
上
に
絶
封
的
精
紳
た
る
藝
術
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
分
に
浪
漫
主
義
的
性
格
を
示
し
は
し
た
が
、
し

鰯　
　
　
　
　
　
蜀
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
學
研
究
　
　
第
四
｝
臼
六
十
｛
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

か
し
浪
漫
主
義
に
極
ま
っ
た
個
人
主
義
が
彼
を
介
し
て
全
騰
主
義
に
灰
を
譲
り
ゆ
く
意
味
に
於
い
て
、
或
い
は
す
べ
て
の
封
立
を
綜
合
す

る
彼
の
徹
底
せ
る
論
理
惟
の
故
を
以
っ
て
、
も
は
や
浪
漫
主
義
は
彼
に
よ
っ
て
超
党
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
　
結

灘口口

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
窺
え
ば
、
魔
術
様
式
は
、
象
徴
的
・
古
典
的
・
浪
漫
的
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
印
ち
、
無
限
的
精
神
が
未
だ
自
己
の
無

限
性
を
自
虐
せ
ず
、
不
確
定
な
る
理
念
が
自
ら
に
適
合
す
る
外
的
形
態
を
見
出
し
得
な
い
で
、
無
縁
な
る
外
的
形
態
を
ば
強
い
て
自
己
に

適
合
せ
し
め
ん
と
努
め
る
（
崇
高
的
・
建
築
的
）
場
合
に
、
象
徴
的
様
式
（
東
洋
的
、
未
だ
美
で
な
い
）
が
成
立
し
、
次
い
で
理
念
が
畷

確
な
る
自
己
規
定
挫
を
有
す
る
に
至
り
、
自
ら
に
適
合
す
る
外
的
形
態
を
獲
得
し
て
、
内
容
と
形
態
と
が
完
全
に
一
致
す
る
（
彫
刻
的
）

場
合
に
、
古
典
的
様
式
（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
…
マ
的
）
が
成
立
す
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
藝
術
美
は
、
最
高
の
完
威
を
示
す
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
古
典
的
様
式
に
於
い
て
一
定
の
外
的
形
態
に
表
現
さ
れ
る
内
容
は
、
被
限
局
的
な
る
精
紳
に
ほ
か
な
ら
ず
、
や
が
て
精
紳
が

絶
封
的
精
紳
と
し
て
自
己
の
無
限
性
を
自
畳
す
る
に
及
び
、
そ
れ
は
も
は
や
外
的
形
態
と
の
桐
即
事
係
を
超
え
、
自
署
な
る
精
神
性
を
ば
、

精
製
的
形
式
そ
れ
自
膿
の
中
に
直
接
的
に
表
現
せ
ん
と
す
る
（
潮
脚
的
・
文
藝
的
）
に
至
る
。
こ
こ
に
浪
漫
的
様
式
（
ク
リ
ス
ト
教
的
・

ゲ
ル
マ
ン
的
）
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
美
的
蓼
科
は
箪
な
る
感
魔
性
を
脱
し
、
理
念
の
顯
現
と
し
て
の
慮
律
的
な
る

内
的
必
然
性
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
美
的
槻
照
者
も
ま
た
、
軍
な
る
主
観
的
精
騎
た
る
こ
と
を
超
え
て
絶
封
的
精
紳
の
無
限
性
に
参
ず
る

の
で
あ
っ
て
、
シ
ラ
ー
の
「
現
象
に
於
け
る
自
由
」
と
カ
ン
ト
の
「
蕪
關
心
性
」
と
は
、
こ
こ
に
於
い
て
確
か
に
、
一
つ
の
新
し
い
意
昧

を
見
出
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
か
か
る
浪
漫
的
様
式
に
於
い
て
は
、
古
典
的
様
式
に
み
ら
れ
る
如
き
内
容
と
外
的
形
態
と
の
統

一
が
、
よ
り
高
い
意
味
に
於
い
て
で
は
あ
れ
再
び
破
れ
、
絶
封
的
精
紳
の
「
感
魔
的
」
輿
添
た
る
べ
き
藝
術
は
、
や
が
て
現
象
性
や
表
象

性
の
捨
象
を
通
し
て
も
は
や
美
た
る
こ
と
を
超
え
、
　
一
坐
高
次
の
宗
教
的
領
域
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、

本
來
「
有
限
に
於
け
る
無
限
」
た
る
べ
き
浪
漫
的
鰭
骨
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
一
慮
艦
系
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
、
様
式
的
に
は
象
徴
的



　
　
と
古
典
的
と
の
綜
合
と
し
て
最
高
の
地
位
を
輿
え
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
も
藝
衛
の
本
質
そ
の
も
の
か
ら
は
、
す
で
に
濫
発
を
過
ぎ
て
自
己

　
超
脱
の
時
期
に
入
り
來
つ
た
不
完
愚
な
る
類
型
と
し
て
、
論
ぜ
ら
れ
る
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
成
程
浪
漫
主
義
藝
術
が
、
現
象
的
に
は
蓑

　
　
現
さ
れ
難
い
無
限
的
な
る
も
の
の
表
現
と
し
て
、
「
讐
喩
的
」
（
閃
・
ω
。
窪
。
α
q
包
）
或
い
は
「
象
徴
的
」
（
～
＜
●
ω
。
置
¢
σ
q
①
γ
ω
警
色
乱
騰
σ
q
）
性
格

　
　
を
有
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
理
念
と
現
象
、
精
解
と
形
態
と
の
封
立
は
、
必
ず
し
も
直
ち
に
そ
の
藝
術
を
卑
し
く
す

　
　
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
客
槻
性
と
形
式
性
と
を
重
親
し
た
古
典
主
義
算
術
が
、
浪
漫
主
義
藝
術
を
維
て
、
再
び
客
槻
的
形
態

　
　
を
辱
益
す
る
寓
賢
主
義
に
移
行
し
、
次
い
で
現
わ
れ
た
現
代
の
抽
象
美
術
囲
．
貧
け
⇔
び
ω
霞
幕
け
や
超
現
實
主
義
ω
鶏
嵐
p
。
房
ヨ
Φ
の
中
に
、
更

　
　
に
新
し
い
爲
蟹
へ
の
反
省
が
擾
頭
し
つ
つ
あ
る
様
に
、
歯
釜
様
式
の
史
的
展
開
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
細
現
象
學
群
系
と
は
異
な
っ
た
意
味

　
　
に
於
い
て
、
や
は
り
難
事
法
的
書
展
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
理
念
と
現
象
と
の
甲
立
を
孕
む
浪
漫
主
義
藝
術
も
ま
た
、
他
の
諸

　
　
時
代
の
藝
術
と
同
等
の
存
在
償
値
を
も
ち
得
る
も
の
と
考
え
ら
る
べ
く
、
軍
に
最
盛
期
た
る
古
典
主
義
藝
術
の
沼
津
、
乃
至
は
専
ら
宗
教

　
　
性
へ
の
前
段
階
に
霊
き
る
も
の
で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
、
事
實
幾
多
の
優
れ
た
作
品
を
遺
せ
る
学
術
史
上
の
一
大
驕
花
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ズ
ナ
コ
ブ
イ
ジ
を
ル
ン
グ

　
　
否
定
す
べ
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
浪
漫
主
義
的
な
世
界
認
識
の
「
美
幌
的
構
成
」
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
「
哲
油
魚
構
成
」
に
よ
つ

　
　
て
克
服
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
文
化
史
上
に
於
け
る
藝
術
の
位
置
付
け
に
普
し
て
、
一
つ
の
示
唆
を
與
え
る
も
の
で
は
あ
っ

　
　
た
。

　
　
　
浪
漫
主
4
漁
義
の
諸
特
性
中
、
そ
の
「
歴
史
的
慧
識
」
が
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
辮
無
法
の
成
立
に
（
ク
ロ
ー
チ
ェ
「
歴
史
叙
述
の
理
論
と
歴

　
　
史
」
羽
仁
繹
三
四
六
・
三
五
二
頁
）
、
ま
た
そ
の
國
艮
的
意
…
識
に
連
な
る
「
祉
會
的
意
識
」
が
現
今
の
穀
會
…
學
の
成
立
に
（
乏
奮
。
”
ω
o
臥
0
5
σ
q
δ
い

　
　
O
。
8
霜
げ
8
率
鵠
磐
冥
箕
。
ぴ
δ
§
・
溶
登
8
＝
ご
、
夫
々
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
與
え
た
こ
と
な
ど
も
、
兇
逃
し
得
な
い
浪
漫
主
義
の
功
績
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ベ
ン

　
　
あ
っ
た
が
、
し
か
し
我
々
の
よ
り
多
く
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
に
於
い
て
、
　
生
が
自
己
目
的
的
な
る
不
漸
の
流
動
と
し
て
把
握
さ
れ
た

　
　
こ
と
で
あ
る
。
邸
ち
、
「
一
切
の
生
命
は
絶
ゆ
る
こ
と
な
き
一
つ
の
流
れ
で
あ
り
」
（
Z
。
く
爪
擦
閏
毒
σ
q
き
窪
鈴
）
、
し
か
も
律
動
的
（
韻
律
的
・

　
　
拍
節
的
）
で
あ
っ
て
、
各
々
人
は
こ
の
世
界
の
無
畜
的
律
動
を
ば
、
隆
ら
の
内
な
る
漏
話
の
律
動
的
憧
撮
と
し
て
騰
験
す
る
の
で
あ
る
。
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哲
墨
」
研
究
　
　
鰯
叩
四
讐
六
十
六
騨
副
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
聾

す
で
に
観
た
如
く
、
天
才
性
に
よ
る
「
自
己
内
化
閻
鼠
ヨ
お
醜
－
毎
嶺
し
が
同
時
に
世
界
認
識
で
あ
り
得
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
「
我
」
が
主

題
と
客
観
と
を
包
括
す
る
い
わ
ば
絶
封
的
自
我
を
意
味
し
得
た
の
も
、
畢
書
生
を
ば
か
か
る
不
断
の
律
動
的
流
動
と
し
て
解
志
す
る
、
そ

の
固
有
の
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
立
場
は
、
生
け
る
黒
黒
的
環
實
と
し
て
の
生
を
非
合
理
的
に
提
え
ん
と
す
る
瞬
謂

生
の
下
輩
や
實
存
主
義
の
、
　
桶
つ
の
重
要
な
る
成
立
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
、
撃
方
に
生
を
一
つ
の
流

動
と
解
し
た
が
、
し
か
し
彼
は
、
生
の
非
合
理
的
契
機
を
ば
神
秘
的
な
ら
ざ
る
合
理
的
騰
系
の
中
に
包
撮
し
、
内
容
的
に
は
浪
漫
主
義
と

等
し
く
ク
リ
ス
ト
教
的
紳
性
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
そ
れ
を
論
理
的
な
る
も
の
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に

浪
漫
主
義
と
は
挟
を
分
か
つ
て
い
た
。
こ
れ
に
封
し
て
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
二
等
主
義
の
立
場
は
、
成
程
悪
し
き
意
昧
に
於
け
る
浪
漫
主

義
的
な
美
的
享
受
の
立
場
（
美
的
貸
存
）
を
超
え
、
遺
存
の
不
安
絶
望
を
、
改
め
て
倫
理
的
・
宗
教
的
に
究
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
を
冠
り
に
も
巧
み
に
比
派
す
る
へ
…
ゲ
ル
の
辮
讃
法
に
反
慌
し
、
そ
の
客
観
的
ロ
ゴ
ス
的
立
場
に
よ
っ

て
は
馨
さ
れ
難
い
魂
の
…
悩
み
を
、
む
し
ろ
浪
漫
主
義
的
な
個
別
的
パ
ト
ス
的
立
場
に
擦
っ
て
解
決
せ
ん
と
し
た
意
味
に
於
い
て
、
審
ハ
存
主

義
の
萌
芽
は
、
ま
さ
に
浪
漫
主
義
の
中
に
こ
そ
胚
胎
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
濁
逸
古
典
主
義
が
、
ア
プ
リ
オ
り
に
決
定
さ
れ

た
入
間
姓
を
以
っ
て
萬
物
の
基
準
・
限
界
と
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
普
遍
的
鹸
理
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
の
立
場
で
あ
る
な

ら
ば
、
費
存
主
義
は
、
主
観
的
個
別
的
嚢
理
を
求
め
て
か
か
る
橿
常
的
人
聞
性
を
否
定
し
、
そ
れ
を
超
え
て
紳
或
い
は
無
へ
向
わ
ん
と
す

る
故
を
以
っ
て
、
む
し
ろ
サ
ル
ト
ル
の
主
張
（
Q
◎
診
⊃
『
凹
『
¢
”
　
リ
リ
O
×
噛
も
。
酔
O
自
賠
知
一
艀
津
O
　
O
q
q
触
　
二
鋤
　
　
げ
彊
巴
P
嚢
Ω
瓢
詳
ヨ
O
。
）
と
は
逆
に
、
反
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
的
立
場

と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
密
漁
浪
漫
主
義
は
、
そ
の
猫
創
的
想
像
姓
に
よ
る
普
遍
的
法
則
へ
の
反
抗
と
、
無
限
的
陶
紳

性
に
よ
る
人
間
的
髭
勝
の
不
断
の
函
嶺
と
に
よ
り
、
も
は
や
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ん
と
す
る
黙
に
於
い
て
、
前
壁
立
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ン
ゆ
イ
ぜ
　
ン
　
　
ユ
ド
ナ
ソ
た
ン
ド
　

間
の
架
橋
的
役
割
を
ば
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
理
念
と
糞
意
と
の
分
裂
た
る
シ
ラ
ー
の
所
謂
「
情
　
　
感
　
　
詳
し
立
場
に
始
ま
り
、
ヘ

ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
「
被
限
定
的
形
態
よ
・
り
の
超
脱
」
と
し
て
掘
捉
さ
れ
絡
つ
た
七
二
浪
漫
主
義
は
、
「
入
間
性
麟
毎
づ
§
廟
夏
野
中
心
の
立

場
に
為
し
、
そ
れ
を
踏
み
越
え
て
無
隈
的
な
る
も
の
に
向
わ
ん
と
す
る
、
い
わ
ば
「
限
界
破
壌
○
「
霧
巽
瓢
）
器
。
芽
酎
一
塁
」
の
立
場
で
あ
り
、



や
が
て
そ
れ
は
、
究
全
に
人
聞
挫
を
否
定
し
去
る
「
超
越
性
↓
登
霞
馨
鮮
餌
Φ
鷺
N
」
の
立
場
に
漣
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
　
一
般
に
生
の
哲

學
や
實
存
主
義
が
、
古
典
主
義
の
穿
く
調
和
的
美
に
興
し
、
專
ら
虚
無
的
な
分
裂
的
醜
を
挟
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ゾ
ル

ゲ
ル
的
な
「
美
の
は
か
な
さ
国
ヨ
建
毎
σ
Q
岸
。
謬
」
（
切
O
一
騎
O
「
…
一
隅
圃
．
♂
く
帥
諮
．
一
W
創
。
同
・
　
も
り
・
　
一
〇
）
が
そ
れ
ら
算
者
の
聞
に
介
在
す
る
こ
と
も
、
疑
様
に
指

摘
せ
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
凋
逸
浪
漫
主
義
は
、
前
期
よ
り
後
期
へ
移
る
に
憶
い
、
健
全
な
る
自
然
有
機
膿
設
も
や
が
て
紳
智
學
の
中
に
没
し
宏
り
、
募

り
ゆ
く
感
情
的
霊
観
性
の
故
に
、
本
來
健
全
な
る
べ
き
想
像
性
や
イ
ロ
ニ
…
も
軍
な
る
現
實
逃
避
的
移
り
氣
に
堕
し
、
更
に
そ
の
宗
教
性

が
極
度
の
榊
秘
隠
に
溺
れ
ゆ
く
と
共
に
、
未
來
へ
の
創
造
を
厨
指
し
た
ク
リ
ス
ト
教
的
中
世
へ
の
傾
倒
も
只
管
遁
世
的
な
懐
古
的
遠
隔
性

に
至
る
に
及
ん
で
は
、
途
に
お
の
ず
か
ら
崩
壌
の
道
を
辿
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
欄
熟
し
頽
唐
し
切
っ
た
猫
逸
浪
漫
主
義
は
、
恰

も
マ
…
ラ
ー
の
「
大
地
の
歌
」
の
終
電
の
如
く
、
と
贋
書
笈
、
、
（
永
遠
に
）
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
置
き
ぬ
名
残
り
を
繊
し
み
つ
つ
溝
え
ゆ

く
の
で
あ
る
．
、
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1）ie．．Lebe巖sprinzipien　der　de謎tschen　Ro搬a狙もik．．

　　　　　　　　　　　　　oo72　Tadakatsu　Yoshida

　　H．　A．　Korff　erl〈larte，　claB　die　Aufklarung．　ein　Objektivismus　（verm6ge　de＄

Verstandes），　die　Sturm－und－Drang－Bewegung　ein　Subjektivismus　（verm6ge

der　sch6pferisch’en　genialischen　Kraf’t），　und　die　deutsche　Klasslk　ein　neuer

Objektivismus　（verm6ge’der　gestalterischen　sittlichen　Kraft）　war．　Dann　was

fUr　ein　lsmus　ist　denn　die　deutsche　Rornantik？　Und　was　sind　ihre　Lebens－

p加zipien，　was圭st　die　wesentlichste　Klraft，　die’sie　begr甑det　P

　　1．　Die　gefUh｝smE6ige　Subjektivitat．　Das　，，lch“　bei　der　Romantik　ist　nicht

bloS　relativ　sondern　auch　absolut，　bedeutet　ntimlich　die　subjektive　Seite　des

ursprttnglichen　Lebens　des　Universums．　Das　solche　lchheit　stUtzende　Hau－

ptverm6gen　ist　das　schaffende　Genie，　’das　doch　nicht　ein　dunlder　Drang　ist

wie　clasjenige　in　der　Sturm－und－Drahg－Bewegting．　Es　ist　so　bewuBt，　da＆

es　im　Verlauf　cler　unendlichen　Sch6pfung　oft　ttber　sich　selbst　nachdenl〈t．　Uncl

die　Einbildungskraft　ist　die　Hauptkraft　des　romantischen　Genies．　Sie　ist　die

I〈raft　der　ln－eins－bildung，　die　alle　Sch6pfung　dadurch　verwirklicht，　daS　sie

clie　ldentitat　des　Realen　und　des　ldealen　ursprtinglich　m6glich　macht．　Also

kann　man　die　deutsche　Romantik　als　einen　neuen　Subjektivismus　begreifen，

der　durch　die　Einbildungskraft　von　bewuBtem　Charakter　begrUndet　wird．

　　2．　Die　Religiositat．　Eine　Reihe　der　Forschungen　nach　Humanittit，　von　der

Aufklarung　bis　zur　deutschen　Klassil〈，　wurcle　durch　Goethe　und　Schiller

vollendet．　AIIein　nach　der　Erlangung　der　htichsten　Humanittitsidee　muB　man

liber　solche　relative　ft［umanitat　zum　Absoluten　weitergehen．　Folglich　ist　die

Re｝igiosittit　ein　wesentlicher　Charakter　der　deutschen　Romantik．　Die　Einbil－

clungskraft　1tiBt　sich　attch　als　clie　produktive　Kraft　Gottes，　d．　h．　die　Kraft　der’

Einbildung　（Hineinbildung）　des　Unendlichen　in　das　Enclliche　erl〈laren．　Die

Sch6nheit　und　die　Kunst　in　der　deutschen　Romantik　sind　die　EmaRatlon

Gottes　und　der　Ausdruck　der・Sehnsucht　nach　Gott．

　　3．　Die　asthetisch－religi6se　Moralitat．　Die　deutsche　Romantik　war　eigentlich

gesund　und　schaffend．　Sie　war　in　demselben　Sinne　religi6s－moralisch，　wie・

3



der　Mensch　durch　seine，，Einbildung“an　der”Einbildung“Gottes　teilnahm；

．sie　hatte　solchen　Enthusiaきmus，　wie　die　Religiositat　der　Gewisse油aftigke呈t．

．A里so　hat　die　Forschung　nach　der　E三nhe三t　des　Guten　und　der　Sch6nheit

（κα20療γαθ6α）in　der　deutsche捻Romantik　elne　neue　For孤gefunden酒sthetische

religi6se　Moralittit．　Aber　das　romantische　Leben　wurde　allmahliclt　ungesund．

Die　christlichen　Romantiker　entfiohen　der　Wirklichkeit　durch　die　transzendente

Sehnsucht　nach　der　Unendlichkeiち．．　ulld　die　Dionysischen，　die　die　Unendlichkeit

innerhall）ihres　Lebeh＄verfolgten，　mtt島ten　den　Untergang　dadurch　herbeif蓑・

hren，　daB　s三e　dem　tiberindiv三duellen　Schicksal　unbesohnen　widerstrebten．　Sie

priesen　bald　die　Fau玉he量t　iol），　bald　glngen　sie　sogar　zum　moralischen　N三hilismus

茸ber。

　　Auf　jeden　Fall　betrachtet　die　deutsche　Romantik　das　Leben　ais　den　u正lun一

重eゴbrochenen　Flu島，　der　eln　Selbstzweck　ist，　und　sie　steht　auf　dem　Standpunkt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　ロ己des　Pathos，　der　Einzelheit　und　der　Grenzabbrechung　（Uberschreitung　der

：Humanitat），Deswegen　spielt　s呈e　auch　die　Rolle　des　Vermittlers　zwischen

dem　Human圭smus　und　dem　ExisteRz1alismus．

　　＊　FQr　the　Japanese　original　of　this　article，　see　Vo1．　XL，　NQ．7，＆LNo．8．
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